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昭和 36 年 度 日 本 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 総会 議 び に 講演 会 開催 予告 
抄 Pie 
KypeRUemhs Dillnite 及び ズ ェ = 石 と の 関係 他 7 件 
岩石 学 及 び 基 山 学 New South Wales の 基 性 ・ 超 基 性 捕獲 岩 他 9 件 
金属 鉄 床 学 含 銅 硫化 鉄鉱 床 に 関す る 交代 地域 の 微量 成分 他 2 件 
石油 鉱床 学 ERICA SKM AR 他 3 件 
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& 昭和 37 年 1 月 28 日 午前 10 時 
aS 1 月 28 日 午後 5 時 30 分 
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1A 28 日 午前 11 時 午後 5 時 
1 月 29 日 午前 9 時 30 分 ~ 午 後 5 時 
東北 大 学 理 学部 岩 右 教 密 


総会 及び 講演 会 の 開催 月 日 が 本 誌 46 巻 , 4 号 (10 月 号 ) に 予告 し た も の と 相違 し 
て お り ま すか ら 御 注意 下さ い 。 詳 細 は 次 号 (47 巻 1 号 ) に お 知ら せ し ま す が , 講演 予定 
を 下 に 掲げ ます 。 な お 折込 薬 書 を 御覧 の 上 必ず 御 送 り 下 さい 。 


Kk > 水 熟 反応 に よる 人 工 水 上 借 の 育成 

星野 義昭 : 筑豊 中 部 地域 の 爽 炭 層 に 伴う 耐火 粘 士 に つい て 

木崎 she: 群馬 県 南部 第 三 紀 層 中 の 凝灰岩 の 変質 

AR 8 : 東北 地方 中 部 に お ける 新 第 三 紀 造山 運動 , 火 成 活動 お よび 鉱 化 作用 の 相 
BSR 

八島 隆一 : SUB EEK IFAD 2-3 の 特徴 に つい て 

松本 PREG: BIRRAWI OLR UIC OUT 

WH 正人 : JPa RASS LURRAREMOIS RACES 2-3 の 事実 

島津 光夫 : RREMSPOREEL 2-3 の 特徴 

林 高 朗 : 側 鉄 原料 と し て の 北海 道内 産 鉄鉱 石 

田代 忠一 : 鉱石 鉱物 問 の 固 相 拡 散 に 関す る 2-3 OBER 

藤間 EGR: 宮崎 県 赴 内 層 状 人 各 鉛 硫化 鉄鉱 床 

me 2: ブラ ジル 国 カ マク アン 和 折 鉄 床 の 形 熊 

島田 tf : 上 日立 鉄山 の 地質 学 的 な ら び に 銘 床 学 的 研究 

谷 TEC : 花輪 盆地 西部 の 構造 発達 則 な ら び に 鉄 床 の 生 成 機構 に つい て 

鈴木 喜 義 : 飯豊 山塊 東部 及び 北部 の 石 鉄 床 に つい て 

鈴木 敏明 : 本 邦 硫 黄 鉄 床 の 成 因 

山田 正春 : 本 州 の クロ ー ム 鉄 鉄 床 の 成 因 に 関す る 一 考察 

高橋 維 一 郎 : 松尾 硫黄 硫化 鉄鉱 床 の 母 岩 の 談 質 に いつ て 

南部 松 夫 : 岩手 県 高 除 鉄山 の 含 金 褐 鉄鉱 

高島 Ye: 伊豆 半島 南部 の 鉄 化 作用 に つい て 

Ae Ro: 田 麦 山 周辺 の 写真 地質 学 

細井 AL : 石油 の 第 一 次 移動 

井 島 信 五 郎 : 新潟 ガス 田 の 成因 

(会 員 ® 


【 新 入会 〕 川村 明 栄 (青森 県 立 柏 木 農業 高等 学校 ) , 市 原 優子 (大 阪 市 住吉 区 杉本 町 大 


Pe APA SAS), 河井 政治 (岐阜 市 長良 , 岐阜 大 学 学芸 学部 地学 教室 ), 青木 中 


義和 (福岡 市 箱崎 , 九州 大 学 理 学部 地質 学 教 究 )。 


[転勤 及び 転居 ] HUA (東京 都 世 田 ヶ 谷 区 北沢 4 丁目 511), HARE (東京 都 三 


METS Pe 469 (ERTS), TARE (東京 都 港 区 赤坂 溢 池 17 八千代 ビル 内 鹿島 建 


設 技 術 開発 部 ), 


末松 市松 (小倉 市 市 営 住宅 若園 第 3 団地 1567 号 ), 高井 浩 深 (東京 都 


港 区 芝 公 園 22 の 3 芝 学 園内 , 永田 実 (東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 石油 資源 開発 技術 研 
究 所 ), 橋本 克 昭 (洲本 市 字 山 風 野 833) ; 
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福岡 県 篠栗 産 プ ルー ス 石 


Brucite from Sasaguri, Fukuoka Prefecture 


Hook «6A 雄 (Haruo Shirozu)* 

/\\ 川 AEB (Tometaro Ogawa) ** 

FH 中 信 «th (Nobuya Tanaka) *** 

宮 久 三千年 (Michitoshi Miyahisa)**** 


Abstract : Brucite from Sasaguri occurs as foliated or fibrous aggre- 
gates, associating with calcite and yellowish serpentine. H=2.5; S.G= 
2.475; w=1.562, €=1.581. Chemical analysis gives : SiO, 0.33, Al,O, 
0.08, Fe,O, 1.69, MgO 64.81, MnO 1.10, H,O (—) 0.39, H,O (+) 31.38, 
total 99.78. X-ray powder data and D. T. A. curve are also given. The 
mineral seems to have been formed under hydrothermal condition. 


1m #@ @& 


MRA ORM BIE BM AWARE CMI BL UND OVEEORMD 
産地 と し て 知ら れ , 多く の 研究 が な され て きた 。1955 年 10 月 , 筆者 ら は 篠栗 町 山王 の 
蛇 紋 岩 採石 場 に お いて 多量 の 白色 薬 片 状 讐 物 を 見 出し , UMAR) BEI CNET AA 
AAG & HER Lreo 

ブル ー ス 石 ( 水 滑 石 ) は 通常 , (1) 苦 灰 岩 源 の スカ ルン に 伴い , と くに ペリ クレ ー ス の 
変質 に よ つ て 生じ る 場合 (いわ ゆる brucite marble) と , (2) 蛇 紋 岩 に 伴う BA, と 
の 2 つの 産 状 が ある が , 本 邦 産 の ブル ー ス 石 は すべ て 後者 に 属し , 京都 府 大 江山 り , 福岡 
市 今津 お よび 福岡 県 八木 山 ), BER BR, 高知 市 付近 な どの 蛇 紋 岩 中 に 産 す る こと 
訟 報告 され て いる 。 こ * ゝ に の べ る 徐 末 の ブル ー ス 石 は 数 cm の 粗大 な 結 品 を な し , か つ 
FEFZOC, 今日 まで に 知ら れ た 本 邦 産 ブル ー ス 石 の な か で 最も 顕 若 な も の と いえ る 。 
AB, この ブル ー ス ヌス 石 は 太 岡 本 先生 が 生前 興味 を る も たれ, 筆者 ら に 検討 を 命ぜ られ る と 


+ 九州 大 学 理学 部 地質 学 教 密 
** 福岡 市 立 高宮 中 学校 
| ** Die eee eaves 
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と も に 種々 有益 な 御 教示 を 賜 つ た も の で ある 。 2 > RMA CHAT SLE VK, この 一 
fa © BAIS SW Pwo 
2 産地 お よび 産 状 


ブル ー ス ヌス 石 の 産地 は 福岡 県 親 屋 郡 徐 栗 町 山王 に あ り , BRREROKAEERORA 
25km の 山王 パス 停留 所 南側 に ある 採石 場 で 見 出さ れ た 。 付近 は いわ ゆる 三 郡 秦 成 岩 に 
属す る 泥 質 ~ 火 成 砕 局 岩 源 の 結晶 片 岩層 より な り , CHEE ZAMRE~ARAES, heik 
岩 な どの 酸性 ~ 超 塩基 性 火成岩 類 水 各 所 に 引 入 し て い る 。 蛇 紋 岩 は 結晶 片岩 の 構造 に ほ 
ゞ 調和 する 岩 体 と し て 数 幕 み と め ら れ , 岩 体 の 形態 は 複雑 で ある が , 浦田 英夫 ) に よれ 
ば chonolith また は esmolith 状 を 呈 する と いわ れる 。 

ブル ー ス ヌス 石 を 産出 する の は 採石 丁 場 西部 の 蛇 紋 岩 で , 全体 と し て 暗 緑 色 ち みつ 塊状 を な 
TH, 割れ 目 に と む 部 分 は 緑 黄 ~ 黄 色 軟 弱 で 片 状 を 呈す る に 至る 。 BNAKI, ほ ゞ EW 
(2 ZR OM RO AS 7s BL, それ より 派生 する 方 向 不定 の 多数 の 細 裂 角 と が あ 
り , 前 者 に は し ば し ば あら れ 石 の 針 状 放射状 結 晶 集合 と 福 色 粘土 状 の ジュ ェ イ ィ 石 の 共生 
体 が 脈 状 に 伴わ れ , 一 方 , BBORBY ( 細 脈 ) に は 方 解 石 と と も に ブル ー ス 石 が 挟 在 す 
る こと が 多い 。 ブ ルー ス ヌ 石 を 含む 細 脈 が 寂 に 錯 線 し て , 蛇 紋 岩 が 角 春 状 と な り , その マト 
リッ クス を ブル ー ス ヌス 石 結 唱 集 合体 が 充 才 す る よう な 部 分 も あ る 。 共 生 鉄 物 は 黄 緑 色 の 路 
紋 石 の ほか に , 上 述 の よう な 方 解 石 (e, m 面 を 主 と す る 結 品 ) を みとめ る *。 


第 1 図 ブル ー ス ヌス 石 の 産 状 (1955.10.13 REORABBOR) 
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* ブル ー ス ヌス 石 産地 の 近傍 各所 に , REX 2a, SRR, 7770-1, vas 
TALES SM, それ ら 鉱 物 の 産出 の 概要 に つい て は すでに 紹介 され た の ?。 
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3. — Rm 的 性 F 


WEROT V—ARLABRTRE AL, GABERST CO LhVML XICB_L IC 
六角 の 模様 を あら わす 。 MICH BESC, SESEICGMOT SEL BBE OER 
BS, 牙 開 片 の 大 き さ は 最大 10cm に 達する 。 一 方 , せん い 状 を 呈 し て いち じ る し い 絹 
玄 光 沢 を 示す も の も ある *。 仙 開 片 に は 弾性 が な く , 硬度 2.5, また 比重 びん と 加塩 化 記 
素 を 用 いて 測定 し た 比重 は 2.475 (27°C) HF, 


第 2 図 ブル ー ス 石 の 工 片 状 結 品 


4. 36S Wt B 
一 軸 性 正 で , W2YREIC LAARIAKOLBY CHA. 


@ € €-w 
1 a DE 1.562 1.581 0.019 
yw pes) 1.566 1.584 0.018 
Franklinz¢**® 1.59 1.60 0.01 
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粗大 な 結 品 集合 体 を な す 試 料 を 集め て さら に 精選 し . 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 1 表 の 
と お り で あぁ ある 。 比較 の た め に 従来 知 ち れ た 他 産 地 の 分 析 値 を あわ せ て か ゝ げた 。 

ブル ー ス 石 と パイ ロク ロア イト Mn(O 耳 )。 と は 同形 で あつ て , た と えば 第 1 表 の ょ よう 
に Mn が Mg に 対し Mg: Mn=5:1 $ CMT AZARSSAM, RRM LLEO Mn 
(OH), 分 子 を 含む も の で ある 。 な お , 岡本 要 八 郎 は 福岡 市 今津 の ブル ー ス 石 が マン ガン 
プ ブルーズ 石 に 近い と の べ て いる “。 


* せん い 状 ブル ー ス 石 は nemalite と よ ょ ば れ て いる が , BSHK-— (私 信 ) に よれ ば 徐 
pet Hoboken, N.J. 産 の nemalite は 外観 が や ゝ > 異 る と いう 3。 同氏 の 御 教 示 
RAT So 
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194 EG Ok HM GK RR A BS ae 
Filles 9 the = 6 75 OD) ile Se 58h we 
‘eg | | Franklin, N. J. © 
王 産 ’ : (g) Franklin, a age 
(Roman) |Wood s mine, Texasjé'’| (wv Hv TN~XB) 
SiO, 0.33 | Rem. 1.95 | = 
INOS 0.08 | ze = 
Fe, O03 1.69 = — 
CaO (ae — | — 
MgO 64.81 67.34 | 51.46 
NiO = = (ZnO 3.67) 
MnO 1.10 | 0.89 18.11 
H,O- 0.39 | ve 
H,O+ 31.38 | | oY ae 
total 99.78 | 100.14 | 1000.0 


6. X te M AR 3 Hi ite 


化学 分 析 試料 の X 線 粉 末 写 真 を CuKa 線 (A=1.5418), 半径 573mm の カメ ラ で 
撮影 し た 結果 を 第 2 表 に 示す 。 比 較 の た め 合 成 し た Mg(OH), の デー タ を あわ せ て か ・ ゝ 


第 2 表 ブル ー ス ヌス 石 の XX 線 


粉末 デー タ 
3 Tae eae Me(OH). 
fe Bae (=) 5 
(RSE PET WV ASTM カド 
AA 7-239 
d(A) I av Aye TAG 
4.75 10 ADT 90 
I) SHOX 1/2 Apa) 6 
2.36 8 2.365 100 
1.794 7 1.794 56 
1.578 4 1.573 36 
1.499 3 1.494 18 
1.373 5 1.373 16 
== = 1.363 2 
1.315 3 1.310 11 
1.192 1 1.192 2 
1.185 2 1.183 9 
1.118 1/2 1.118 1 
1.093 2 1.092 3 
1.035 2 1.034 5 
— = 1.030 1 
1.009 2 1.0067 7 
= = 0.9543 1 
0.952 1 0.9503 5 
0.948 2 0.9455 8 
0.910 1 0.9085 3 
0.900 V2) Ooo |) <i 
= = 0.8974 1 
0.894 1/2 0.8923 2 
0.866 1 0.8643 5 
0.8154 2 0.8156 3 
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7. 示 差 熱 分 本 


篠栗 山王 産 試料 の 実験 結果 は 第 3 図 の と お 
り で , 485°C AICO SUA LW RAE 
TRASN4AMS, BAST —Y EVES — 
Selle TENA 
第 3 図 TF V—AROREA AT RR 
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8. 結 び 


福岡 県 篠栗 町 山王 の ブル ー ス ヌス 石 は 方 解 石 と 
FEEL TRE RUE OD BW & Ate SBE IRA GR 
より な る 。 そ の 物理 的 , 化学 的 性 質 を 検討 し 
た 結果 , 既知 の ブル ー ス 石 の それ に ほ さ ゞ 合致 
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し , 少量 の Mn を 含む も の で ある 。 

産 状 か ら 判 断 す る と , 蛇 紋 岩 が や ゝ 破砕 され た の ち に 行わ れ た 熱 水 作 用 に より , BRE 
と と も に 品 出 し た も の で あぁ つて, 熟 変 成 鉄 物 と し て の ペリ クレ ー ス に 由来 する も の で は な 
い 。 プル ー ス 石 一 一 方 解 石 共生 体 と ジュ ェ エイ 石 一 - あ られ 石 共 生体 と が 同一 の 列 角 中 に 生 
じ て い る 例 は な く , 両 グ ルー プ は 異 る 生成 条件 に よ つ た と 考え られ る 。 

な お , 山王 の 東方 700m に ある 篠栗 町 中 河内 , お よび 福岡 市 香椎 町 浜 男 (いずれ る も 蛇 
紋 岩 丁 場 ) か ら る も , 筆者 の 一 人 (小川 ) は 山王 と 全く 同様 な ブル ー ス ヌス 石 の 産出 を 確か め 
720 従 つ て 既知 の 今津 , 八木 山 を 含め て , 粗大 な ブル ー ス ヌ 石 結晶 集合 体 を 伴う 蛇 紋 岩 の 産 
Hd, 福岡 市 周辺 で 計 5 カ所 に の ば ぱり, な お 今後 増加 する こと が 予想 され る 。 
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方 鉛 鉱 の 加熱 に よる 再 結 晶 に つい て 


Recrystallization of galena on heating 
斎 藤 浩 三 (Kozo Saito)* 


Abstract : The author have investigated the crystallinity of galena 
by means of x-ray spectrometer. It was found that galena showed 
structural plasticity on heating and grinding. The main results obtained 
were as follows : 

(1) Recrystallization of galena on gentle heating was clearly observed 
from diffraction peak profile, and the crystallinity was increased in in- 
creasing with heating temperature. 

(2) Disordered galena because of soluble minor impurities showed 
lattice expansion on heating. 

(3) Crystallinity was destroyed by grinding and was recovered on 
heating again, and structural plasticity of galena was observed. 


1. #% 言 


方 鉛 鉄 の 化学 成分 の 中 , と くに Ag お よび Bi の 1 MIAWRICMNAL, 格子 常 数 が 談 
化す る と と も に 他 の 物理 性 に も 影響 を お よ ぼ すこ と に つい て は さき に 報告 し た 。 HUG 
の 結晶 格子 の 収縮 歪 に 伴 つ て 比重 , 電気 的 性 質 , 酸化 反応 の 進行 温度 も ある 程度 規則 的 な 
変化 を 示し , 方 鉛 鉄 の 化学 成分 と 講 物 理性 と の 間 に は 関連 性 が 認め られ た 。 各種 方 鈴 鉄 の 
示 差 熱 分 析 に お ける 酸化 発熱 反応 は 格子 歪 の 大 きい 試料 ほど 低温 度 で 進行 する こと が 見 
出さ れ た が , 方 鉛 鉄 の 加熱 に 際 し て どの よう な 化学 変化 が 生ずる か を 知る た め , 加熱 し た 
試料 の X 線 回 折 を 行 つ た 結果 , 酸化 反応 が 進行 する ょ より 低い 温度 で 方 鉛 鉄 の 革 折 ビー ク 
の 形 に 変化 を 生ずる こと が 認め られ た 。 す な わ ち , 方 鉛 鉄 は 数 百度 以下 の 加熱 に よ つ て 一 
Ame AT VOC, これ を 魔 砕 する と 比較 的 容易 に 結 品 性 が 崩壊 し , さら に 加熱 する 
と 再び も と の 状態 に 復活 する と いう 結 品 構造 的 な plasticity が 認め られ た の で , 実験 結 
果 の 要点 を 報告 する 。 


2 加熱 に よる 再 結 唱 


本 実験 に 供し た 試料 は 神岡 (AY -200m, 栃 洞 -60m, FEE), HR, BA, 細 倉 , 國 
日 お よび 太良 鉄山 の 8 種 方 欠 鉄 で これ ら の 外観 的 性 状 , 化学 成分 お よび 他 の 物理 性 は さき 
RELAY, その 主要 な も の を 第 1 表 に 示し た 。 

供 試料 は 乳鉢 で 静か に 座 砕 し , 電気 炉 で 200°C, 300°C BLU 400°C に それ ぞ れ 4 
分 間 加 熱 の の ち も 容 気 中 で 冷却 し た 。 加熱 後 は 多少 固 結 する こと も ある が , これ は 容易 に 圧 
確 出来 る の で 再 魔 確 の 必要 は な い 。 ガイガー フレ ックス を 用 いて (Cu/Ni, 40 KVP, 
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20mA, 1.600c/s, 8sec, 1°/min, lcm/min, 4°, 0.8mm) の 条件 で 高角 側 の (642), 
(640), (711) お よび (622) ビー ク を 自動 記録 し , さき と 同様 の 方 法 !) で 精 政 格子 常 数 
を 算出 すれ ば 第 1 表 の 通り で ある 。 


第 1 表 加熱 後 の 精密 格子 常 数 a。(A) 


原 Ba 料 加 AR Ge BE (°C) 

No | 料 化学 成分 | 格子 常 数 
: 200 300 400 

Ag(g/t)| Bi(%) | a (A) 

1 | #§ ya-200m| 714/ 0.03 | 5.935, | 5.935, | 5.936, | 5.936, 
2 Ay 洞 - 60m 630 0.07 5.9369 5.935 5.936; 5.9369 
3 | fe} 436 | tr | 5.936, | 5.996, | 5.936, -| 5.936, 
4 | ch = 713 | 0.09 | 5.935, | 5.935, | 5.936) | 5.936, 
6 1B x | 1.565] 0.25 | 5.931, | 5.932, | 5.933, | 5.933, 
7 | $a g 937 | 0.03 | 5.934, | 5.935, | 5.936, | 5.936, 
8 | 日 196 tr | 5.936, | 5.936, | 5.936, | 5.936, 
10 | & 良 476 | 0.02 | 5.936。 | 5.936。 | 5.936, | 5.935, 


加熱 に よ つ て 栃 洞 -60m, FEE, 地 日 産 試料 の よう に ほとん ど aA の 変化 し な いも の と , 
その 他 の 試料 の よう に Ay が 増加 する も の と が 認め られ る 。 未 加 熱 試料 の a。 を 横 軸 に , 
に , 400°C 加熱 し た 場合 の ao の 変化 量 を 縦 軸 に と れ ば 両者 の 間 に 第 1 図 の 関係 が 得 ら 
れる 。 固 深 成分 が 極 く 上 少く , 理想 結 品 に 近い 方 鉛 鉄 で は 加熱 し て も その 格子 常 数 は 変化 し 
な い が , Ag あるいは Bi な どの 固 深 に よる 収縮 歪 を 有する 試料 で は 加熱 に よ つ て 格子 
RAINS Zo 


第 1 図 加熱 に よる 格子 常 数 の 増加 


G) 
0.002) 


0.001 


th I Hd hie (A) 


0 1 
5.93! 5932 5933 5934 5935 5936 
4B FF HK (A) 


FOGKD (642), (640), (711), (622) KEDS HOME —7 <A RRB AE Ce 
価 市 が 大 で 高角 側 に な だ ら か な 形 の 非対称 性 の ビー ク を 示す 。 こ れ が 加熱 に よ つ て «と 
e@。 の 分 離 が 歴然 と な り , 回 折 強 度 が 増し 半 価 市 が 減少 し て 明か に 再 結晶 の 現象 が 認め ら 
れる 。 第 2 表 に (642) ビ ピーク, 第 3 表 に (640) ビ ピーク; 第 4 表 に (711) ピー ク の 回 
折 強 度 お よび 半 価 市 の 加熱 た に よる 変化 を 一 括 し て 示し た 。 こ れ と 全く 同様 の こと が さら 
| に 低 角 側 の 各 ピ ー ク に つい て る も 認め られ る 。 1 例 と し て 細 倉 産 試料 の (642) ビー ク の 加 
| 笑 に よる 変化 の 状況 を 第 2 図 に 示し た 。 
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成す る こと が し ば し ば 観察 され る 。 第 2 図 の D 試 料 に つい て 低 角 側 の ビー ク に Kay, 高 
角 側 の ビー ク に Key の 波長 を 適用 し て 原子 面 間 隔 を 算出 する と それ ぞ れ ぞ れ 0.793A 
お ょ よび 0.792A で ょ く 一 致し , 従 つ て 加熱 に た に よ つて 生じ た 新 物質 の 回 折線 で は な く , い 
ずれ る も (642) の 2 重 線 で ある こと は 明か で , これ と 同様 の こと は 他 の (640), (711) 
ビ ピー ク な ど に つい て る 確認 され た 。 


第 2 表 加熱 に よる (642) ビー ク の 変化 


ERE ET EE EE REE EE ST Ty a 
fl df aR EE (c/s) 半 価 市 (rad.) 
No.| § # $ 
Oe a =z ye| 200°C] 300°C | 400°C | 3 温 | 200°C | 300°C} 400°C 
1| 栃 洞 -200m| 320] 432 544 602 0.049 | 0.038 | 0.032 | 0.031 
2| 栃 洞 - 60m| 336 | 480 552 582 0.052 | 0.037] 0.031] 0.031 
3 | fE| 336 | 432 544 592 0.049 | 0.042 | 0.033] 0.032 
4 1 中 =| S20 || 2eP 528 544 0.047 | 0.038 | 0.034] 0.031 
61 Bg 大 | 304] 480 544 608 0.045 | 0.044 0.040 | 0.038 
7 | 細 | 304 | 464 560 608 0.053 | 0.037) 0.033} 0.031 
8 | aA BH | 320| 512 544 560 0.049 | 0.038] 0.033 | 0.031 
10 |x 良 | 320] 400 496 560 0.039 | 0.038) 0.032} 0.030 
BSH 加熱 に よる (640) ビー ク の 変化 
回 折 強 BE (c/s) 半 価 tf (rad.) 
No.| # 料 3 
sz Ye! 200°C] 300°C | 400°C | ys | 200°C | 300°C | 400°C 
1 | 栃 洞 -200m| 256 | 312 368 400 0.031 | 0.024 | 0.023] 0.022 
2 | im- 60m) 248] 320 368 384 0.032 | 0.025] 0.023] 0.023 
3 | 7 fe | 240 | 320 400 400 0.033 | 0.027] 0.023] 0.022 
4 | 中 | 224 | 304 352 360 0.035 | 0.026 | 0.023 | 0.021 
6| B x | 240 | 384 416 488 0.038 | 0.030} 0.027) 0.026 
7 | a | 218] 312 352 400 0.038 | 0.026] 0.023] 0.021 
8 | BA H| 256 | 336 368 384 0.033 | 0.024 | 0.023 | 0.023 
10 | 天 良 1124011288 352 384 0.033 | 0.025 | 0.023 | 0.021 
HAR 加熱 に よる (711) ピー ク の 変化 
EET te ニー 
Bl if 5k KE (c/s) Atk hs (rad.) 
INCH ey | yap | ーー 
=e 温 200°C} 300°C | 400°C | 3 ye | 200°C | 8300°C| 400°C 
1 | #RY-200m | 320) 408 480 480 0.026 | 0.022] 0.021 | 0.020 
2 | key- 60m] 304 | 440 488 482 0.029 | 0.023 | 0.020] 0.020 
3 | ce 住 | 304 | 424 496 494 0.028 | 0.024| 0.021) 0.020 
4 | H | 304] 392 416 448 0.028 | 0.023] 0.021] 0.020 
6 | 大 | 304 | 464 504 560 0.037 | 0.026 | 0.025 | 0.024 
1\& #H| 272) 384 432 464 0.031 | 0.023} 0.021 | 0.021 
8 | aH H| 320| 448 464 468 0.028 | 0.022 | 0.021] 0.020 
10 |x | 304] 384 432 442 0.028 | 0.023 | 0.021 | 0.020 
Se A ae 
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3. 磨 歪 に よる 結晶 性 の 崩壊 


加熱 に よる 再 結 品 の 現象 は 攻 折 ビ ピー ク の 有形 
に 明か に 認め られ た が , 未 加 熱 試料 の どー ク 
の 乱れ は 供 試 料 の 結 品 構造 の 不 整 に よる も の 
か , ある い は 結晶 集合 体 を 魔 砕 し た 時 に 生じ 
た 1 種 の 歪 に よる も の で ある か 未だ 判然 と し 
な い 。 FSD RRC DB LAT Say REE 
が 考え られ る の で , この 点 を 検討 する た め 魔 
砕 し た 試料 の X 線 回 折 を 行 つ た 。 

乳鉢 で 静か に 魔 砕 し た 朝日 産 試料 お よび こ 
れ を 小型 磁 負 ボ ー ル ミル で 4 時 間 あ ぁ あるいは 
10 時 間 乾 式 魔 砕 し た も の を それ ぞ れ Mount- 
Morgan #7kge 781 213 TC 1~3kg 粒度 の も 
の を 探 収 し , さき の 条件 で X 線 回 折 を 行 つ 
zo (642) ピーク の 魔 砕 に よる 変化 は 第 3 図 
OW), 魔 砕 時 間 の 増加 に 従 つ て ピーク の 有形 
が 著しく 変化 し , 10 時 間 の 魔 砕 試料 に お い 
て は 回 折線 の 形 が 非常 に な だ ら か と な つて 結 
卓 性 の 大 半 を 失う に 至る 。 

(642) ビー ク よ り る も 低 角 側 の 回 折線 に 対 
し て る も 砕 砕 の 影響 が 明か に 観察 され , (200) 
回 折線 の 変化 は 次 の 通り で ある 。 す な わ ち , 


第 2 図 (642) ビ ピー ク の 如 茸 に 
よる 変化 


D 
co Ss N => Re) 
a 2 = = ml 
Tie Ae SES alia ee he et 


A : 未 加 替 試 料 B : 200°C, 4min 
jm =C : 300°C, 4min pre OD: 
400°C, 4min 7nB 


(200) 1x 2.97A DRFRMMBTAtT ZHURORIARC, 原 試 料 で は 2.400c/s の 


第 3 図 BRC L SAEED RAR, (642) E— 


A : SgkCHaicee B: 4br kz 
Bee C : 10hr ee er 


ク 第 4 図 加熱 に よる 結 品 性 の 復活 
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A : 10hr Sst Reet B: 同上 試料 を 
400°C, 4min 加熱 
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回 折 強 度 で あつ た も の が 10 時 間 の 魔 砕 に よ つ て 約 1/4 に 減少 する と と も に 半 価 市 が 閉 
US it Fo BRICKS (200) ピー ク の 変化 を 第 5 表 に 示し た 。 

次 に , 魔 醒 に よ ょ つて 一 呈 結 品 性 の 崩壊 され た 試料 を 加熱 する と どの よう な 変化 を 生ずる 
か と いう 点 を 検討 し た 。 麻 砕 た に た よ つて 結 品 性 が 崩壊 され る と 第 4 図 の A の よう に (711) 
ピー ク と (640) ピー ク の 分 離 が 不明 瞬 と な り 2 つ の 回 折線 が 一 譜 に な つて あ た か る も 1 本 
の broad line の よう な 形 を 呈 する に 至る 。 こ の よう な 試料 を 400°C に 4 分 間 加 熱 す 
る と 第 4 図 の B の 通り , (711) と (640) 両 ピ ビー ク の 分 離 は も と より , a と a BAA 
に 分 離し 回 折 強 度 が 著しく 増大 し て 結晶 性 の 復活 が 認め られ る 。 こ の 結晶 性 の 復活 の 程 
度 は 酸化 温度 以下 で は 如 熟 温度 の 上 昇 に 従 つ て 増加 する 。 


HSH Bee ES (200) ビー ク の 変化 


a 料 回 折 強 度 (c/s) | 半 価 市 (rad.) 
SLOK-CH DV ERE 2.400 | 0.0041 
REE — 2 VC ARE 930 0.0050 

" 4 10 時 間 7 520 0.0061 

4. 者 R 


Ag ぁ る い は Bi OMI £ AAAS OIA CRO TCT X 線 回 折 強 度 る 減少 の 傾 
向 を 示す る も の で ある が , これ ら 全 般 を 通じ て 高角 側 の 回 折 ビ ー ク が broad で か つ <«&」 と 
&。 の 分 離 る 不良 で ある 。 

一 般 に 回 折 ビ ー ク を 自動 記録 し た 場合 に は 試料 の 性 質 以 外 に 回 折 装 置 お よび 記録 装置 
の 影 絡 を うけ て 多少 と も ビー ク の 形 に 乱れ を 伴う も の で , slit の ひら き , rate meter の 
time constant, scanning speed, vertical お よび horizontal divergence 7 ¥ (zg 
係 す る も の で ある *)。 こ と これら の 中 receiving slit, scanning speed お よび time con- 
stant に つい て は この 3 者 が ある 一 定 の 関係 を 満足 する 場合 に 比較 的 乱れ の 少 い ビー ク 
が 得 ら れる も の で ある が 3, この 外 に X 線 粉 末法 で は 避け 得 ら れ な い 因 子 と し て 試料 を 
形成 する 結 品 子 の 形 , 大 き さ お よび 結 品 内 部 の 構造 な ど が ある 3 。 

これ まで , 方 鎖 鉄 の 回 折 ビ ピー ク の 乱れ に つい て は ほとん ささ ど 研究 報告 る も る なく, わずか に 文 
線 粉 末 写 真 か ら 得 られ た 定性 的 な 結果 が ある に すぎ な い ®)。 筆者 は 初め , この 回 折線 の 乱 
れ は 試料 本 来 の 性 質 に よる も の , すなわち X 線 央 射 面 に は 化学 組成 の 極 く わずか づつ 上 異 
な る 無数 の 結 唱 粒 が 全く 乱雑 に 配列 し て お り , それ ぞ れ の 結晶 子 よ り の 回 折角 が わずか づ 
つ ず れる た め に 回 折線 全体 が broad に な る の で あろ うと 考え た 。 し か し , 化学 成分 の 異 
な る 数 多く の 試料 の 回 折 像 を 観察 する と , AMMO ( DUIS BST BW TH 
| 折線 の 乱れ が あら われ る 。 

この よう な 試料 を 加熱 する と 回 折 ビ ピーク の 形 に 明瞭 な 変化 を 生じ , CHICO CREA 
の ある 試料 の ay は 次 第 に 増加 し , 格子 歪 の 少 い 試料 の 値 に 接近 する 。 本 試験 に お ける 加 
ey tL 400°C 以下 と し た が , 方 鎖 鉄 の 酸化 反応 が 最も 進行 的 に な る 温度 は 示 差 熱 分 析 
AMAR, DPWO X 線 回 折 の 講 結 果 か ら 750~770°C と 療 え られ る の CS, 400 
°C 以下 で 4 分 間 の 加 府 に た よ つ て は 方 鉛 鉄 の 極 く 局部 的 な 表面 酸化 を 生 ず る 程度 で ある 。 
これ は , S°C/min OBA CHMAL PAKARROWEALAM 310°C か ら か すか に 開始 
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する こと に よ つ て る も 判る 9)。 し か し 加熱 し た 試料 の X SELECT RA GEDULO STAR 
は あら われ な いし , また 反射 頭 微 鏡 下 に も 他 久 物 の 生成 は 全く 認め られ な い 。 HOT, Hn 
熱 に よる 酸化 物 の 生成 ある い は 銀 , WIAGK Wy & REVAL Te >> DOME RROBI(L CER ¢, 
結晶 の 内 部 構造 の 変化 に も と ずく も の と 考え られ る 。 

FRO EH C—7 OFS BR LOCH 3 図 の ょ うに 変化 する が , 一 般 に 臣 折 供 試 料 
の 結晶 子 が 小さ く な る に 従 つて 分 解 能 が 低下 する も の で , この 点 を 考慮 し て 魔 砕 試料 の 粒 
度 は すべ て 同様 に し た 。 従 つて , 第 3 図 の 回 折 ビ ピーク の 変形 は 結 品 子 の 大 き さ の 影響 に よ 
る も の で な く , 主として 磨 砕 歪 に よる も の と 考え られ る 。 

5. 総 括 

方 色 鉄 は 酸化 温度 より 低い 温度 で 再 結 品 し , また 麻 砕 た に よる 結晶 性 の 崩壊 が 回 折線 の 和 形 
か ら 確 認 き され た 。 実験 結果 の 要点 は 次 の 通り で ある 。 

(1) 方 鉛 鉄 は 数 百度 の 加熱 に よ つ て 再 結 品 を な し , 酸化 温度 以下 で は 温度 の 上 昇 に 従 
つて 結晶 性 は 良好 と な る 。 

(2) Ag ぁ あるいは Bi の 固 深 に よる 格子 歪 を 有する 試料 で は 再 結晶 に 伴 つ て 格子 常 数 
の 増加 が 認め られ る 。 

(3) 魔 砕 に よ つ て 結晶 性 は 崩壊 する が , この よう な 試料 で も 加熱 に よ つ て 再び 結 品 性 
を 復活 し , 結晶 構造 的 な plasticity が 認め られ る 。 

本 研究 を 実施 する に あたり 三井 金属 鉄 業 株 式 会 社 中 央 研究 所 長徳 永 違 氏 , 同 所 次 長 三 野 
英彦 氏 は 絶え ざる 御 指導 と 御 団 拓 を 賜わり , 高林 副 社 長 は 発表 を 許可 され た 。 ま た , 東北 
大 学 理 学部 竹内 常 彦 教授 , 選鉱 負 錬 研究 所 南部 松 夫 助 薇 授 に も 終始 懇切 な 御 指導 を 賜わり , 
各種 実験 試料 を 御 恵 与 下 され た 。 こ れ ら の 各位 に 厚く 御礼 を 申し 上 げた い 。 

Ba.) AR 
1) 斉藤 浩三 , St, 46, 158~171, 1961. 
2) Peiser, H. S. et al, X-Ray Diffraction by Polycrystalline Materials, 


227~229, 1955. 
3) Klug, H. P., Alexander, L. E., X-Ray Diffraction Procedures, 305~ 


317, 491~538, 1954. 
4) James, R.W., The Crystalline State, Vol. II, 522~555, 1948. 


5) Wasserstein, B., Am. Min., 36, 102~115, 1951. 
6) 三野 英彦 , 斎藤 浩三 , AB, 75, 917~922, 1959. 
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岐阜 県 恵比寿 ・ 遠 ガ 根 両 鉱 出産 砥 鉄鉱 


Léllingite from Ebisu mine and Tohgane 
mine, Gifu Prefecture 


五十嵐 ( #é (Toshio Igarashi)* 


1. #% Ss 


ALB SKE LEB) BE HD Fi 7 GRY C= > VCR ST ABLES + BEATA MSE OVE mC, わが 
国 で は 岩手 県 六 黒 見 鉄山 り , 岡山 県 山室 鉄山 , 大 分 県 木浦 鉄山 宮崎 県 土呂 久 鉱山 3. に 産 
出す る こと が 知ら れ て いる に 人 山 ぎ な い 。 

恵比寿 ・ 遠 ガ 根 両 鉄山 は 古来 ベ グ マタ イト 鉱物 で 有名 な 岐阜 県 苗木 地方 の 北西 縁 に 位 
BVAZIVTAF YRC, 恵那 郡 作 川村 に あり , 上 恵比寿 鉱山 は 現に 稼 行 中 で , タン グ ス 
テン と 蒼 狂 を 生産 し て いる 。 


2. 両 鉱 山 の 地 質 3) 。 鉱床 の 概要 

恵比寿 鉱山 や は 苫 木 型 細 粒 黒雲 母 花 賜 岩 と 流 統 岩 類 5) お よび 花 賠 斑 岩 の 接触 部 附近 に 
肥 胎 する グラ イ ぞ ゼン 化 作 用 を 伴う 鍋 タ ング ステ ン 石 英 脈 で , AUS, BUSTO 2 SKB 
り , 本 山 !1・2・3 号 録 , HAM, WARM, KAM, 湊 山 3 号 を 主 と し , N60°W な い 
し N80°E の 走向 を 有する 10 数 条 の 鉱脈 で 構成 され て いる 。 主要 鉄 脈 の 鉱石 鉱物 6) は 鉄 
VYAVER, CATA, MRCS 7 OMKMOL, 少量 の 灰 重石 , HG, e+ 
ZA, BULGRSK, FASNSK, PIPRANSK, 方 鉛 鉄 を 伴う 。 脈 石 鉱物 は 石英 , KE, BRBLU 
白雲 母 で ある 。 

克 鉄 鉄 は 東 天 鉄 着 脈 点 附近 で , 東 天 録 に 斜 交 する N40°W の 走向 を 有する 幅 10~15cm 
OBIR, 大 昭和 録 の 西端 に 近い 部 分 , お よび 東 天 録 下部 の 主要 鉱石 鉄 物 と し て 産出 し , & 
量 の 鉄 マ ン ガ ン 重 石 を 伴う 。 

遠 ガ 根 鉱 山 は 恵比寿 鉱山 の 北西 約 2km の 地点 に あり , WALES k UTES & 
岩 と する 鉄 マ ン ガ ン 重 石 - 砥 鉄鉱 - 自 然 蒼 鉛 - 石 英 脈 鉄 床 で ある 。 鉱床 は N6OE の 走向 を 
AT SAMEEMEL, これ ょ より 分 岐 し た E-W MOS, LAH 7 EMROGKIRADs D 
Bo 

本 銚 は 鉄 マ ン ガ ン 重 石 , AGRGK, 自然 蒼 狼 を 主要 人 鉱石 鉄 物 と し , & CCMA ESE 
含有 する こと で は 異色 ある 鉄 脈 で ある 。 こ れ に 対し , PHERBL T SAMO SBS 
は 変化 に 富み , 一 般 的 に は 分 岐 点 か ら 東 方 に 向い , 砥 鉄 鉄 - 鉄 マン ガン 重石 - 自 然 蒼 狼 の 組 
合せ か ら 数 m 加 な いし 10 数 m OAL EE CHALPRGK- FH BGK BOTH BA GK-Fy BN GK - BBR GE 
な ど を 主体 と する 硫化 鉱物 の 組合 せ に 移 化 する 。 な お , 1 部 に は 磁 鉄 鉄 が 認め られ , Wok 
冶 然 は 細 脈 状 で 主要 鉱脈 を 切る 。 AHO SAM Ds B , TRADER CINE L Can PRR ** お 


* 地質 調査 所 仙台 駐在 員 事 務 所 
杜 線 粉末 回 折 試 険 に より ao=11.6A の 値 を 得 た 。 
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LURK DEMS So 脈 石 鉱物 は 主として 石英 で , DRORGL 方 解 石 を 伴う 。 
SKURPA UE O RE OZR EG EES BIKER (軽度 の グラ イ ゼ ン 化 ) お よび 緑 泥 石 化 作用 
が み ら れ る 。 


3. 砥 鉄鉱 


IGKILT BF SAGO MEARS, 放射 状 あ る い は 脈 幅 15~20cm OGLIRS AICTE 
する 場合 が 多い (第 2 図 1) 。 反 射 頭 
微 鏡 下 で は , 砥 鉄 鉄 は 鉄 マ ン ガ ン 重 第 1 図 在 鉄 鉄 の 面 間隔 と S 含 有 量 の 関係 
A, 自然 蒼 狼 と 共生 し (第 2 図 4), ; 
BESSA FEILO CHL CWS (第 cach 
2 図 5,6)。 + era 
一 般 に FEBRGK L BERLBRGKIS 肉眼 [ 
的 に も , RHR CY, その 性 x 


X = do12 = 4,10 
2 + o1 1\ 


x 
Xe ter 


質 が 酷似 し , その 識別 に は Bas 


験 , X- 線 粉末 回 折 試験 , 化学 分 析 | 

等 が 必要 で ある が , も つと る も 簡単 に + 

tx HNO, (1: 1), あぁ あるいは CoAsS 

CHAD L TET CHART SD), Of amr te oat 

光 下 で 観察 すれ ば WHO 発達 し て Bea ove 

ee ee (第 2 図 , tH RAL ERR 
oe +x : AmeRBRGK 
反射 顕微 鏡 下 の 性 質 kao 


FN 在 鉄 鉄 と 硫 在 鉄 鉄 の 反射 頭 徴 鏡 下 の 性 質 


| wR 鉄 硫 tt 鉄 鉄 
反 射 色 | K EY & KR A & 
反 a AE eS (BARTLEBY Bh) 高 
反 射 多 色 性 5g | 5g 
5 性 | 其 だ BR #| B 著 
硬 度 | E ma 
a eh 試 験 | 
HNO; C0 ws 
FeCl, fo 黒 f 化 | 不 ZE 
HCl 不 IE y 
KCN ” | fm iB 
ates ” LAE RB 
KOH / 不 Zs 
E7k (CoAsS で 飽和 ) | H ze ” 


* PERBO HARiL 2y=1.630, 1,=1.635 で あぁ つた 。 
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1. 脈 状 穫 鉄 鉱 , a 


et 


3. AC 


= コル ), 4. FUSER, BRIA Lh y WY BA, is 
AAGRGA % BZ EGR SAAMI, 6. fal, L : ARBESK, 
Bi: BAkeh, Wol : hry av HG Mt : 磁 鉄 久 


射 頭 徴 鏡 下 の 性 質 を 硫 砥 鉄 鉄 と 比較 し , 
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em x 
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BURT ro その 結果 は 岩手 県 六 黒 見 鉱山 


BEMLGRSKY, お よび Ramdohr, P. 9 の 記載 と 一 致す る 。 標準 試薬 以外 に CoAsS で 飽和 
し た 王 水 に よる 誰 触 試験 が 硫 太 鉄 鉄 と の 識別 に 有効 で ある 。 

X- 線 粉末 回 折 試 験 両 鉄 山 産 砥 鉄 鉄 の X 線 粉末 正 折 線 を 第 2 表 に 示し た 。 本 表 に は 谷 
成 鉄 物 FeAs。1), A.S.T.M. カー ド , お よび 六 黒 見 録 山 産 ) の も の を 併記 し た 。 

Neumann, H. 1°) 等 は 厩 鉄 鉄 中 の S 含 有 量 と X 線 粉末 回 折線 と の 関係 を 研究 し , dor 
dijo と ogy-dyy, の Narrowing が 克 鉄 鉱 中 の 5S 含有 量 の 直接 測定 に 用 いら れる こと を 
S@sA SOWA wR narrowing の 減少 する こと を 見 出し た 。 遠 ガ 根 ・ 恵 比 
寿 両 録 山 産 の も の る も 大 体 妥 当 な 点 に プロ ッ ト さ れる (第 1 図 )。 


示し ;, 


第 2 表 WKB O X RM A Bl Ht Mm 


to 
tS 


Nee ee 


1 2 3 4 5 6 
hkl 
I jd (A)} I d (A)| Lhd A Toya tA)! Eta (Ay or de) 
2.94 
Oizelevas 2.59 || 92 | 2.61} 93 |/2.60 | 100 | 2.62 100 | 2.60 
110 Sie 20528 100) 8/2256 1100/2755. |) 90 | 2555 sib) 2256") VCOMN EZR SL 
O2imalmera e240 58 2242) eAl | O.425) 44) 2.43) we 24 ONT 40) 2540 
POO OO 2.35.13. 12.34. /| 88 2535 |" "Ss" || 233.805 ee 34 
9(b) | 2.06 10° 12.06 wi 2.02 | S10 52704 
O22 jw | 1.975)12(b) | 1.977, 20 | 1.975) 20 .| 1.987 20 | 1.968 
112 | vw | 1.920) 10 | 1.942} 15 | 1.936 18 | 1.942) LOM eS 
013 | m | 1.855] 40 | 1.867; 70 | 1.857) 45 | 1.869) 80 | 1.854 
121 | m | 1.840) 60 | 1.860 60 | 1.861} s | 1.84 
| vw | 1.80 10 1.804 
031 s | 1.686] 38 | 1.691) 27 | 1.685) 30 | 1.696] m | 1.68] 40 | 1.678 
45 1.642 51 (4) (ee 48 | 1.643 
1.632} 48 | 1.639 1.635] 50 | 1.638) v s | 1.63] 70 | 1.636 
103 Sel 626 
1.609 12 | 1.598 
023 | vw | 1.589 10 gots 
113 | vw | 1.560) 11 | 1.569) 17 | 1.567) 12 | 1.570 20 | 1.564 
130 | w | 1.500} 28 | 1.506) 15 | 1.504) 18 | 1.509 10 | 1.500 
004 | w | 1.490} 25 | 1.495 10(b) | 1.497 10 | 1.487 
014 1.481 
200 | m | 1.436} 30 | 1.453/18(b) | 1.453] 25 | 1.448} m | 1.45] 30 | 1.453 
123° ~w | 1.388 
132 |) w | 1.341) 25 | 1.342 10(b) | 1.346, w | 1.34] 20 | 1.340 
033 | vw | 1.317 8 | 1.321 (Oneal tal 
024 | Sie || eevee | aleeso 12 | 1.304 30 | 1.295 
202 vw | 1.289 10 1.293) w 1.29 20 1.281 
220 1s 
ae) 1-256) 16 ||) 1, 266 20 | 1.265] m | 1.27] 30 | 1.268 
235 w | 1.24] 20 | 1.243 


A RALGEGK, H. Neumann, K. Heier and J. Hartley 
38 TT ABGK LY PERLE GK, I, Co Ky, 8-1-4, 0.4mm ガイ ガー フレ ックス 使用 
II, Cu Ky, 8-0.8-2, 0.2mm ガイ ガー フレ ックス 使用 
FLEES LL PEA GRGK, Co Ky, 8-1-4, 0.4mm ガイ ガー フレ ックス 使用 


AOE 


FAR ACK PETERS, TA, 島田 , 南部 , 
pigeok, A.S.T.M. カー ド No, 5-0650 


岡田 


Bil 
B 
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第 3 表 化学 成分 表 ( 分 析 者 : 地質 調査 所 ) 
388 7 GE LIBERAL FEELS LL BEEBE GK 
wt 96 | る タチ ォ ン 比 | we % | attr te 


Fe 27.31 33.3 26.63 | 33.7 
As 68.00 | 61.9 67.90 | 64.2 

} 66.6 } 66.2 
S 2.22 | 4.7 0.92 | 2.0 


化学 成分 磯 鉄 鉄 の 化学 分 析 値 を 第 3 表 に 示 し た 。 MRGKIZ Buerger™ に より 
FesryAsg-s (XLS 6 0.2 を 越え な い ) と 与え られ て いる 。 こ れ は 従来 太 鉄 鉄 の 分 析 値 
が , FeAs。 と し た 場合 過剰 の Fe を 示す こと が 多 か つ た こと か ら , As の 1 部 を Fe が 
置換 する 固溶体 を 考え た の で ある が , これ に 対し , Pehrman™) は 新しい 分 析 値 の 大 部 
分 が Fe (ASS). に 一 致す る こと を 指摘 し , 多く の 場合 AVADMEODBAO Fe は 分 析 
の 誤差 で あろ うと 示唆 し て いる 。 

従来 の 分 析 値 の S の 最大 含有 量 は 6.739613) (Breitenbrunn. Aver. of 2 anal.) で 
Sulfurian loellingite variety と し て geyrite と 呼ば れ て いる 。 六 黒 見 鉄山 産 の も の 
は 10.4196) と 高い 値 を 示し て いる が , BES, 硫 克 鉄 鉄 の 混在 が その 大 き な 理 由 で は 
な か ろう か 。 

新しい 分 析 値 で は 2956S を 越え る こと は きわ め て 稀 で ある 。 合成 実験 で は 90M01% 
FeAs。, 1096FeS, に 相当 する Fe, As, S を 封じ 込ん で 600°C, 90 時 間 加 熱し た 場合 
に free S が 残存 し て いた と 報告 され て いる 9)。 SOB Clark は 600°C に お ける 
Fe-As-S 系 に つい て 相関 係 を 研究 し , 磁 硫 鉄 鉄 と 砥 鉄 鉄 と は 小さ な 3 成分 固溶体 域 を も 
つと 想定 し て いる が , 評 細 は 不明 な 点 が 多い 。 

遠 ガ 根 : 恵比寿 両 鉄山 産 の も の は それ ぞ れ Fess.3 AS61.9 Sa Fess., AS64.2 S2.0 の 
値 を 示し , Co や Ni に 逐 し い 種 類 で , Pehrman の 分 子 式 に よく 適合 し , RAMS 
移 鉄 鉄 は 3 に 富ん だ 種類 と 云え る 。 

第 4 表 に は 同一 試料 を 用 い 分 光 分 析 波 に よる 微量 成分 分 析 結 果 を 示し た 。 Bi が 多量 に 
検出 され て いる が , 両 鉄山 と も 砥 鉄鉱 と 自然 蒼 鉛 が 密接 に 共生 する か ら , その 混入 に 起因 
する と 老 え られ る 。 


第 4 表 微量 成分 表 (p.p.m) 
(分 析 者 : 地 調 高橋 清 ) 
Sb Bi Ge Ga In Sn Cd Mo Ni Co Cu Pb Zn Ag W 


en SM — 500— — — — — 10 — 40 0.00nyx25 — — — 
pl ーー 900) a A 5 O00 ne 10 
elif spells - b--—-—- — — 40 — — 0.00nx10 — — — 


TEE 
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4. 結 び 


恵比寿 ・ 遠 ガ 根 両 鉄 山 は 苫 木 花 賠 岩 に 関係 する 気 成 な いし 高温 熱 水性 鉄 床 で , SOGKE 
作用 は 4 時 期 に 細分 され , 晩期 に 硫化 鉄 物 が 濃 集 する 傾向 が ある 9?。 AGRI BU LOK MNIS 
先立ち , 比較 的 高温 で , S に 逐 し い 時 期 に 品 出 し し た と 考 えら れ , Rev aves, 自然 
蒼 鈴 と 密接 な 共生 関係 を 示し て いる 。 両 鉄 床 に 共通 する 現象 と , WROREZ OME 
な どか ら , その 品 出 時 期 を 基準 と し て 両 鉄 床 を 比較 検討 すれ ば , 鉄 化 作用 の ずれ や , 細か 
い 相 違 な ど 興 味 あ る 問題 を 提供 する も の と 考え られ る 。 

本 文 を 草 す る に あたり , 高橋 清 兵 に 微量 成分 分 析 を わずらわし た ほか , 浜 地上 忠男 , 大 町 
北 一 郎 ・ 坂 巻 幸雄 の 諸氏 に 御 教 示 を 戴 い た 。 ま た , 東北 大 学 竹内 常 彰 教授 に は 終始 御 指 首 
と , 本 文 の 御 校 関 を 賜 つ た 。 こ * ゝ に 明記 し て 深謝 の 意 を 表す る 。 
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RERIBUTEm(CBUSSRRS (1) 
THB WB Oh ¢ ERS 


Contamination-effect in Ichifusayama granite (I) 
Geology and granite in the vicinity of 
Ichifusayama 


大 E §&. (Noboru Oba)* 


Abstract : The Ichifusayama granite situating in the border of 
Kumamoto and Miyazaki Prefectures intrudes discordantly into the 
basement sedimentaries(Yuyama formation) which are mainly composed 
of phyllite and sandstone and accommpanied by schalstein and chert, 
and can be correlated to-a part of the Shimanto Group. 

The mass can be divided regionally and petrographically into Finoki- 
haru- and Ikenomoto-type, both types include various xenoliths in wide 
area. The later is richer in xenolith than the former. Ikenomoto-type 
granite and its xenolith are closely related. 


LT = er oe eS 


熊本 ・ 宮 崎 県 境 に , PRC aaa STH ei (1, 2 図 ) は , 四万十 昧 層 群 に 対 
LES DA FAR ERS Be, ドー ム 状 に , 不調 和 に 貫く 岩 株 状 岩 体 で ある 。 

筆者 は , 1959~1961 ic, Ell, 熊本 県 側 の 調査 を 行 つ た りり 。 そ の 結果 , 2, 308 
実 が 明らか に され な た 。 

本 報 で は , FER, 余り 明らか に され て いな い , この 附近 の 地質 の あら まし と , TERE 
の 性 質 に つい て 述べ る こと に する 。 


2. 地 質 


この 地域 の 地質 は , WAL (RA) HUI, TR, RDC, 新 期 
砂 奏 層 お よび ロー ム 層 より な る (第 2 図 )。 

mu Hl, 千 枚 岩 お よび 砂岩 の 互層 より な り , 半 片 岩 , 交 緑 凝灰岩 お よび チャ ー 
ト を 介在 し て いる 。 

本 地域 の も の は , Bie, 千 枚 岩 , 砂岩 の 互層 より な る こと , 半 片 岩 の 認め られ る こと , 
塩基 性 火成岩 の 全く 存在 し な いこ と , 縮 状 石 英 黒色 千 枚 岩 2) の 認め られ な いこ と な ど , 
BH, 岩 相 上 の 特徴 か ら , 調査 地域 東方 の 三方 岳 累 層 3) に , また , 地域 西方 の 四 浦 累 
層 に 対比 され る 。 

AMOR HNL, 湯山 の 東方 , お よび 北東 方 市 房 ダ ム 附 近 に 良好 で ある の で , 便宜 上 , 
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ARE SALSA LRT Sz Lc 
する 。 

調査 地域 の 北部 は , 主 に , 黒色 千 
枚 岩 (な いし 粘 板 岩 ) BL UE 
(な いし シル ト 岩 ) よ りな り , See 
緑 北 灰 岩 お よび , 橋本 の 記載 し て 
いる , 灰色 な いし 暗 青 灰色 の , RE 
状 を な す 半 片岩 と , 薄い 和子 枚 岩 の , 
工 片 状 に 交互 する (AX (Imm— 
lcm RORE) 半 片 岩 (砂岩 片岩 ) 
を 介在 し て いる 。 

SEN hey AMS LUSH 
湯山 問 は , 主 に , BAP RH (な い 
し 千 枚 岩 質 粘 板 岩 ) BLUPE AW 
し じ 細 粒 青 灰色 (風化 部 , 乾燥 部 は 灰 
自 色 淡 緑 灰色 ) DEOBWEB (人 各 
単 層 の 厚 さ 数 m 一 10 数 邊 ) より な 
り , BREA LAR ATER EB 
LUE + RRR BELO F 
ト 薄 層 を 挟む 。 市 房 ダ ム は , 


BIN 市 房 山 の 位置 


B 仏像 線 


熊本 県 市 房 山 附近 地質 図 


第 2 図 


幸野 と 湯山 問 の , MET Bt 
の 部 分 に 建設 され て いる 。 EE CC 

本 素 層 中 の 知 土 質 岩 は an < GAT \ 
域 た わたり , ほとん ど 常 に 手 Ec en Om Saini ne ’ 
CEB CHD, Bt MME 7 EE 
KNB CO, SBE Fe Vom RATT TT 

めで 者 し v。 Zig TEEHEEEN 

また , 東西 性 の 微 お よび 小 、 区 Ed pees See 
福 曲 著しく , これ に 伴う 断層 (LZ CADET NNR 
が 多く , alias eprom 1/12 Vg + AS KOLO x 
め ら れる 。 HOC, ARIS A Tit RY se 
その 形成 後 , 構造 の 変形 , 3 2H rE > 
変成 作用 を ひき 起 し た よう な i 


補 造 運動 を 経験 し た こと に 和 叙 
い が な い 。 

本 地域 の 断層 系 に は , 北東 
ター 南西 々 系 の も の と , 南北 
系 の も の と の 2 系 統 が あり , 
SH AL, 地形 的 に も 明瞭 で , 
Belz, 前 者 は , 南 九 州 に 卓越 


~. 


に 


90000 roo oo 


a PDR GRU — Lhe b RRR oc 池 
元 型 花 賠 岩 RARER oe 湯山 層 (PB 


岩 と 砂岩 の 互層 ) f RMR g チャ ー ト 
h ig 1 幸野 2 市 房 ダ ム 3 湯山 4 池 元 
5 Yili: 6 HBR 7 朴 木原 
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する 構造 線 の 方 向 と 全く 一 致す る 。 

本 地域 の 北側 を , 北東 か ら 南 西 に 走る 仏像 線 か ら , 南東 方 に 離れ る に つれ て , 動力 変成 
の 度 が 強まる こと を 橋本 *) は 指摘 し て お り , また, COREE EMRE LER? 
と の 問 に , 千 枚 岩 帯 の 発達 し て いる こと が 報告 され て いる 。 本 調査 地域 は , 明らか に , こ 
の 千 枚 岩 帯 に 属し , 本 地域 に 卓越 する 北東 一 南西 の 断層 群 は , 上 の 延岡 一 紫 尾 山 構造 線 の 
WEL, また は , その 近く の も の と 見 る こと が で きよ う 。 

ASB, CREORE, fh 500m な いし lkm に わた り , 接触 熱 変成 作用 を 杜 つ て 
BY, 市 房 ダ ム 一 古屋 敷 間 で は , 千 枚 岩 中 に , 肉眼 的 大 き さ の 曹 青 石 玲 状 変 上 晶 の 形成 され 
て いる の が 観察 され る 。 

AHWHE 谷 の 側壁 に LIZ LIPRMRRAKCBON CHEN CWS ICME + LUBERA 
BbIVE RHR, BB LUBE, すべ て 基盤 岩 類 に 由来 し た も の で ある 。 
幸野 一 古屋 敷 間 で , よく 観察 され る 。 

BERTIE MAVEEELIMBEN COSI OT, HRS t CHORE tBEEOtw 
Bo 
これ は , EK, KUTA AR BEE ILM E LU S. BEROBZWit 
は 注目 され る 。 黒曜石 質 の レン ズ 状 の パッ ツチ を 包 有 し , 流 理 構造 が 著しい 。 し ば し は, 花 


fej a DBE REA CWB 
SHH SBS LUO-LA 地域 内 各所 で , SR, LRA, FRE RAY on 
る 。 こ れ ら の も の は , EK, BRS AR LCE SA2OCWSo 湯山 東方 お よび 


古屋 敷 北東 方 の て の と は 著しい 。 ま た , 全域 に わた り , この 地方 で “イモ ゴ ” と 呼ば れ 
TWH, 厚 さ 数 10m な いし Im の 黄 福 色 ロ ー ム 層 が 分 布 し て いる 。 


3. 市 房 山 7 ie 


この 岩 体 の 主体 を 構成 する も の は , SA AMMRES (Nike C 古屋 敷 一 朴 木原 一 
湯山 間 で よく 観察 され る 。 便宜 上 これ を 相 木 原型 と 呼ぶ こと に する 。 

一 方 , 湯山 一 池 元 一 湯山 幅 問 で 観察 され る も の は , MZ LRA, 著しく 捕 
獲 岩 に と み , 捕獲 岩 と 密接 な 関係 が ある と 認め られ る も の で , 便宜 上 ), これ を 池 元 型 と 呼 
ぶさ に も る 

THEM ad, 上 の よう な 岩 相 上 の 違 で と, 後 で 述べ る 久 牧 成分 お よび 化学 成分 の 違 
いか ら , 朴 木原 型 と 池 元 型 と の 2 型 に 区 別 す る こと が で き ょ よう 。 両者 の モー ド お よび 光学 
的 性 質 を , それ ぞ れ 第 1 表 お よび 第 2 表 に 示す 。 


第 1 表 市 房 山花 岡 岩 の モー ド 組 成 


No 1 2 3 4 5 

oa: a 30.6 31.0 34.9 29.5 30.4 

fe i 9s 26.2 11.4 11.4 Sez 11,3 

MS OG 26.1 34.3 38.8 40.6 38.5 

ae as: 13.3 21.7 14.1 17.9 177 

そ の 他 3.8 1.5 0.9 32 2.1 
est nie ee Mente Se SE a i Te RR ee 
1, 2. ALAR 1. 黒雲 母 花 賠 関 緑 岩 , 朴 木原 2. fal, ppl 
3, 4, 5, 池 元 型 3,4, RGRALVERPeE, 湯山 5. fal, 池 元 


研 究 報 x 211 


第 2 # THeilvtms tTOPEROR RAMOS MES 
Ae a Re se | a ee 
| 
‘ = n,=1.535 | B=1.660 nil. 
pall 1 
4 Ac ek BD n,—1.560 X=light yellow 
An 15-50 Y=Z—=reddish 
Ee $a 
BET Erase | DEO 
| 
3 = si ny=1.539 | B=1.654 nil. 
i Ae = N,=1.555 | X—=light yellow 
axe ee An 20-41 | Y= Z=deep 
Ase a or 
ARES AE RABE | J reddish brown 
n,=1.538 | P6609 SI 
no=1.560 | y=1,669 
An 19-50 DN = 
BL EF BE ptr 2 
内 WR Aa Bina | | X—light yellow 
| Z=light yellowish 
| green 
n,=1.544 B—1.647 X=light yellow 
APES eee Ta— 1 560 x clearalseint Z=light yellowish 
fae ak a a HE es An 32-50 | yellow | green 
| Y=Z=brown | 
n, =1.537 eS nil. 
FASE RE a Ng=1.553 
An 18-37 


rik, BIBL EF RUT ACHE L, Ki vb, aoOYF-KED, BR 
528-500mm?, IC=56-50 の 薄 片 に つい て , 標本 1 個 さ つき , それ ぞ れ 2 枚 を 計測 し 
た 。 分 析 誤 差 は Chayes?) の replication schedule に より 2.0 以下 。 

Aika, 大 き さ , FE lcm 前 後 , 時 に は scm aie 状 お よび 放射 


RAK, また , BRAM, BEAM (R&R mm 一 lem 前 後 ) が 認め らち れ 
る 。 


相 木 原型 優 白 色 細 粒 の 黒雲 母 花 賠 図 緑 岩 | 
Ss - a= IEDR AS FS. 第 3 図 ie bmMaO Ae, 
nes 王 に ; 石英 , 正 長 石 . 斜 長石 お よび 黒雲 母 
正 長 石 , 斜 長石 , 黒雲 母 の 細 
より な る 。 正 長石 の 量 は , 場所 に より か な り ee 
差 が ぁ る (第 1 表 )。 副 成分 鉱物 と し て , Fk 


= 


赴 気 


右 , ジル コン , BERG, BRBB LUE 
石 が 認め られ る 。 
池 元 型 多数 の 捕獲 岩 類 を 包 有 し , 捕獲 崖 か 
ら 由 来 し た レ リ ク ト と 認め られ る 。 太 き さ 
% 1 一 数 mm の 緑色 の も の が 極め て 多い こと 
が 特徴 的 で , この た め , 全体 と し て , 緑色 が か 
うた 外観 を 時 する 。 
EMA aK, FARE LIE LA CBS RW 
が , 次 の よう な , 多少 異 つ た 点 が 認め ちら ち れ る 。 
斜 長 石 に は , 大 き な 斑 品 状 の も の と , 小さ な 
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も の と が 認め られ る 。 両者 共 , 累 帯 構造 を 示し , 多少 分 解 し て いる 。 多 く の 細 料 の , アル 
バイ ト 式 双 品 を 示す 和 斜 長石 を 包 有 し て いる 石英 が 認め ちら れる 。 細 粒 の 石英 , ERA, AE 
石黒 雲母 の 粒状 集合 物 が し ば し ば 観察 され , この も の は , また , 同じ 種類 の , KERR 
間 の 間隙 を 埋め て お り , FES (BOD MAIO) レ リ ク ト と 見 られ る (第 3 図 )。 
副 成 分 鉄 物 と し て , PRG, 磁 鉄 鉄 , ジル コン , ガー ネツ ト , PMBBLVAEEREAA 
め ら れる 。 
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春 別 川上 流域 に み ら れ る 日 高 変 成 帯 西 線 の 塩基 性 冊 類 に つい て 


On the amphibolitic rocks of the upper course 
of Syumbetsu River, Hidaka, Hokkaido 


渡 Ww 順 (Jun Watanabe)* 


Abstract : In this paper is presented a detailed subdivision of so- 
called gabbro-amphibolite zone of the Hidaka metamorphic belt, the axis 
of island of Hokkaido. 

It is composed of four tectonic units which are arranged in the fol- 
lowing order from west to east, as is shown in figure I. 1) green schist 
zone, 2) epidote amphibolite zone, 3) green hornblende schistose amphi- 
bolite zone and 4) saussurite gabbro zone. 

Concerning zones 1), 2) and 8), their original rock facies are not 
clearly determinable. 

The zone of saussurite gabbro is composed of three varieties of am- 
phibolite, a) hornblende schist facies, b) coarse grained amphibolite 
(=metasomatic) facies and c) compact amphibolite facies, all of which 
are derived from saussurite gabbro. 

In such a diverse metamorphic process, the different characters of 
tectonic forces and combined metasomatic effects have been the chief 
determinants. 


Lice eS = | CRN 9 pale el is 
日 高山 脈 に そつ て , 塩基 性 岩 類 , 変成 岩 類 お よび 混成 岩 類 が 見 事 に 帯状 配列 する 日 高 変 
BHO Clk, 1949 年 , 日 高 帯 研究 グル ー プ の 結成 以来 , た び た び の べら れ て きた と 
ころ で あぁ ある 。 そ れ ら の 中 で , 特に , 変成 帯 西 線 に 関し て は 次 の 講 点 が 明らか に な つて い 
Zo 山脈 の 西 斜面 に , 山脈 走向 に 平行 する 大 き な 衝 上 断層 が あり , CNnic Loc Mra 
その 西側 の 日 高層 群 の 上 に つき 上 げ て いる こと , また , この 断層 の 上 毅 に 直接 し た 狭い 帯 
は , 斑 米 岩 一 角 隊 岩 一 緑色 片岩 等 の 塩基 性 岩 類 で 占 あ られ て お り , これ ら は 北 は 幌 尻 岳 を 
「 申 心 に お よそ 80km OFF, 南 は 幌 満 附 近 で 約 30km に わた つて 特に 著しく 分 布 す る こ 
で ある 。 
これ に つい て 橋本 誠二 は , 長年 の 研究 に も と ず き , ソー シュ VAM OAL - 
「 借 凡 岩 化 さ れ た も の と みな し , 一 括 し て , MeN eRe Lr. LAL, それ は , よ 
|@ 錯 線 し た も の で ある こと は それ 以後 の 局部 的 観察 か ら も の べら れ た と ころ で あつ た 
ORE, ARIE) 。 
| その後 , 変成 帯 地域 全般 の 図 幅 調査 の 進捗 と 詳細 な 局部 観察 の 集積 お よび 日 高 帯 研究 グ 
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第 1 図 日 高 変成 帯 西 縁 の 塩基 性 岩 類 
分 布 概念 図 


“ 
We vay 
| 


| 
RE) 
Te 


1. 緑色 片岩 帯 2. RAG fa BS Ss 
3. MEAN AAN AH 4,5, 6. ソ 
ーシュ VEAK ait (4. 角 関 岩 相 
5. 粗 炒 角 隊 岩 相 三 交代 的 岩 相 6. ソ 
ーシュ ル 石 琉 炉 岩 相 ) 7. 補色 角 図 石 
角 関 岩 帯 8. セブ プ タ 9. PABA 
10. スラ スト お よび 紋 断 帯 11. カ 
ー ル 地形 P. Werte N. 新冠 川 
Sy. ASIN S. vaya 


VTA KOT, ご の 塩基 性 岩 類 
に 関す る 知識 は 急速 に 強 ま つ た 。 か つて 
一 手 さ れ た , WiDW SEMA ATOM 
分 が 可能 と な り , また 細分 され た 各 帯 は , 
それ ぞ れ 特有 の 火 成 活動 , 構造 運動 と 変 
成 作用 を も つ 構 造 単 元 を 構成 する も の で 
ある 点 が 明らか に され た 。 

1958 年 来 , 筆者 は , 変成 帯 西 緑 の こ 
の 塩基 性 岩 類 を し ば し ば 調査 する 機会 を 
得 た 。 こ れ に よ ょ つて 春 別 川上 流域 に お け 
る 以上 の 塩基 性 岩 類 に つい て 記述 し た 
い 。 稿 を 草 す る に あたり , 日 高 グ ルー プ ), 
特に , 舟橋 三男 , BAM MSS LV: 
木崎 甲子 郎 , 鈴木 守 両 反 に は 討論 と 助言 
を 頂い た 。 MARL CHB LRT So 


2. 変成 帯 の あら まし 


FRI LAURE DOH PERRO HEE He 
は , 第 2 図 に 示さ れる よう に , PRIA 
上 断層 で 区 切ら れ , それ に そい , 東 に 向 
つて 順次 に , 1) 緑色 片岩 帯 , 2) RDG 
fab ef, 3) REAPER va 
4) ソー シュ ル 石 斑 炉 岩 薄 お よび 5) 福 
色 角 阿 石 角 関 岩 帯 が ほぼ 南北 の 走向 で 帯 
Wie XM THSo LBL; この よう 3 
な 配列 は , 大 ま か に みた 分 帯 で あつ て , 
—ODBICN CB BAAS 7 YO Aleve & 
ん で いる 。 例え ば , 緑色 片岩 類 が が 片 理 に 
そい 粗 粒 化 さ れ , 緑色 角 隊 岩 様 に な つて 
いた り , RAANEH Ra tr Ch 7 
FTVIASADVOMH SH ABHHRIS 
ZO{RS 7 HERALD % OE CH Y, 
更に , ソー シュ VARMA TCS, か ん 
b AAEM HOY O21, AREA 
質 の 組織 を 持つ ソー シュ UV AGBEMILEHA, 
それ ら よ り 変 成 し た 各種 の 角 隊 岩 相 と 交 
代 的 岩 相 か ら な つて いる 。 し か し , い ず 
れ に し て も, MUHA, A ABH S 
境 さ れ て あり , 構造 的 な 面 か ら み て , 上 
述 の 各 帯 が それ ぞ れ 構造 単元 と し て の 性 
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第 2 図 AAV ILMARICHY 4M 
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PRU HERIOT 
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a) 

Na 
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MAL ghee BV 
eh Ve le 
tt \ DN 
本 i My ANY AYA) 

流 
ne 
ne 


1. mE AH 2. BRAS 3. RA RIGI RMB 4. ソー シュ ル 

aaa tir (HUAN ech, BURL LUPE EH) 5. ソ ー 
7 2 ル 石 琉 米 岩 帯 ( 火 成 的 要素 の 強い 岩 相 )6. BEAM BALA 7. セ プ タ 8. 
TLE 細 断 帯 お よび ミロ ー ナ イト 9. WHE 10. 角 関 石 線 構造 11, weed 
よび プチ グマ ティ ッ ク 脈 の 福 曲 軸 
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格 を も つて いる *。 

変成 帯 の 東西 の 横断 面 で は 上 述 の 配列 が 認め られ る が , これ を 南北 に 道 跡 する と , FH 
図 の よう に , 一 つの 単元 内 で も , 構造 的 ・ 岩 相 的 に 大 き な 変 化 が 認め ちら れる 。 岩 相 上 の 特 
the os 2 図 の 範囲 内 で 述べ る な ら ば , 1) ソー シュ VaR ORM CL, シカ シナ イ 
山 附 近 の か ん らん 石 斑 炉 岩 を 中 心 に 典型 的 に 火 成 要素 の 強い ソー シュ ABE Mie 類 が 広 
く 分 布 す る 。 こ れ は 北方 に 従 つ て , それ を お きか えて で て 発達 する 角 隊 岩 相 や 交代 的 岩 相 が 広 


く 現 われ て いる 。 2) ソー シュ VARMA iclt, BRED ARC BRB MAES 
れ て いる 。 こ の 角 隊 岩 相 が 上 に の べた 交代 的 岩 相 中 に み ら れ る 場合 に は , 終 長 石 や 角 隊 石 
の 変量 が 多量 に た 生じ て いる 。3) こう し た 交代 的 影 絡 と みる べき も の が , MEANEHK 
AAA AIC SHDN COS. 4) 春 別 川本 流域 で は , その 南部 や 北部 域 と は 異な り , ソ 


ーシュ ル 石 瑠 煽 岩 帯 と 片 
3 aa ae s Ay hee a レ 
IRFGBIE AE L OBEL IAB 第 3 図 EE oe 


be ChWwo Onl, & 
の 前 後に , 1) CORR 
交代 的 要素 が 両 帯 に また 
が つて 示さ れ て いる か ら 
で ある 。 8 ツー ニー ショル 
ABDE Ma IK OS RRB FSP 
APICAL TW AOD 
B, AYVUEVAARCA 


eS Pre 


} CL, 
if 
LL 
S 
: ‘ Ep. miata Cs. UAL —Y 2 VBE 
BN So HOT YY OR Fs. MORIY —Y 2 GROMER S. Bone 
a. J BEA tr BRO FB 
WalERRO Th b RIG VOY a ル 石 斑 米 岩 類 の 活動 が 行わ れ た も の で あぁ あろ 3 (第 3 
図 )。6) な お , RAR, BRASH, RESIS HORE Hic に も, 局所 的 な 


HURL, 単 一 鉱物 の 漠 集 が 広く 認め られ る 。 
以下 に それ ぞ れ の 特徴 を の べた い 。 


{ 
Es 


Sh EA ie 2) WS Te 


mehimae > これ は , 変成 帯 の 西 限 に 位置 する も の で , GLHBO LRICZOT 

lkm 内 外 の 幅 で 帯状 に 分 布 し て いる 。 こ の 東側 で は , GREG 2b BITRE ArT 
CHT OA, 時 に , Pic 15m 内 外 の セ プ タ を 介在 し て いる 場合 が ある 。 こ の 岩石 帯 は 
全体 と し て , 片 理 の 著しい 細 粒 岩 で 構成 され て いる 。 衝 上 断層 に 接する 附近 で は 特に 圧 生 
的 影響 が 強く , BA OME At, こう し た 部 分 で は , 緑 熊 石 ・ 緑 泥 石 ・ 石 英 か ら な 
る ミロ ー ナ ィ ト 質 岩 相 で ある 。 こ れ に 対し , 帯 の 東 半 部 に み ら れ る も の は , BiG - BHR 
AURA BROMAU CHILE O CHICA D Stolk, LOMO FARIS 
締 状 ある い は 不 規則 に 濃 集 する 部 分 を 見 せる 。 し か し , CORAL Ite ClPERIC 
違い が 認め られ , 南部 の コイ ボク シビ チャ リ 川 流域 で は , 上 に の べた 緑色 片 状 吾 が 灯 板 岩 
RCA SN SZRKERREE 20~100m OPCHEBL WS. 


と を も な つ で いる 。 
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検 鏡 す れ ば , ミロ ー ナ イト 質 岩 は 細 粒 の 石英 ・ 緑 熊石 お よび 緑 泥 石 の モザ イク 汰 集合 体 
か ら な り , 白 チ タン 石 や ご み 状 物質 が 多量 に 認め られ る 。 MRAMOSDIC LS SRA 
が 明らか で , 石英 や 緑 租 石 の 同時 消 光 で し られ る 頭 著 な 定 方 向 配列 が み ら れ る (第 6 図 
1)。 (一 部 に は , オフ ィ テ ィ ッ ク 様 の 残存 組織 が 認め られ る ) 東 半 部 に み ら れ る 陽 起 石 ・ 
RR - 草 長 石 質 片岩 は , 0.1 へ ~0.3mm の 羽毛 状 角 関 石 が 主体 で , “NCRRE- FE 
| 石 お よび 石英 が 加わ る 。 陽 起 石 は わずか に 渋 動 消 光 し , X=KRG, マー= 帯 黄 緑 , Z 三 淡 
緑色 で ある 。 ま た 部 分 的 に より 大 型 の 角 図 石 の 濃 集 納 が 発達 し て い る 。 こ れ は 飛 通 角 関 
石 質 の も の で 構成 され , 80% の 量 比 に 達する こと が ある 。 ま た , COWSSLINA, 
細 粒 の 緑色 石 ・ 石 英 お よび 曹長 石 か ら な る モザ イク 状 集合 脈 が 片 理 に 平行 に 認め られ る 。 
RROBABH : 変成 帯 の 他 部 分 で は , この 岩石 帯 を 欠く 場合 が ある が , 本 地域 で は 
その 両側 を セ プ タ PRUE CRB A N7 50~100m OH BHC, 片 理 の 強い 著しく た 
TBD E 7 HEL EN LORGRAD BES ¢ AEG O REIL CHEAT DN 
る (第 4 図 ) 。 BAAR eA 
fate, また , 橋 曲 軸 の ゆら ぎの 変 
化 は 大 きい が , —Hkic E-W で あぁ る 。 
この 岩石 帯 は ), た た み 込 まれ た 構 造 
帯 と みち ら れる が , 重要 な 点 は , 前 に 
WORE EAU, ZHOAK:> た 大 
み 込 み 運 動 後に , 火 成 要 素 の 強い ソ 
ーシュ VASEMAIRAREA LL CWS 
Ec tECHSo 
GRAARMAIs, 0.1~0.2mm の 
GPRAREKTC, FOMME 3H T 
MAG - DEOMRAL MIM 
分 と , PHEORRAKBZED LOK 
BMORBHAS SUARAD 5 7% SH 
FY & BRERA EO TS. AA 


ANLHERLD % DIL EB AC, KAO 
COREE CE 3. RET Eee ca Mpeno ia 
へ 無色 で ある が , 大 型 の も の は 多 色 : 9 


性 が 強い 。 局 所 的 に モザ イク 石英 が 

か な りみ られ , 細 脈 状 あ る る い は レン ズ 状 に 認め ちら れる 。 mA, FF VY BOMBAY 
られ る 。 

緑色 角 関 石 片 状 角 関 冊 : この 岩石 帯 は ), TORI 50~70°E に 傾 む いた 片 理 の 
LC ELT BBRANE CHASM, 東 に 従 つ て 20°~30°E と ゆる や か に な り , ABC 
ZOCHHNALELTAAMMAHDN TE, さら に , し み 出 し 様 の 優 白 質 プ チキ グマ ティ 
ッッ ク 脈 の 著しく 発達 し た 岩 相 と な つて いる (第 6 図 2)。 これ の 角 隊 石 線 構 造 は 西 縁 部 で 
* 南 , 中 央 部 で は 南北 で 水平 , RHR CILALIC A TW So 
| 第 6 図 2 の 広く 分 布 する 岩 相 は , 多量 の 緑色 角 関 石 が 長 軸 を そろ えて 方 向 配 列 す る ネ マ 
有 ト プラ ステ ィ ッ ク 組 織 を 示し て いる 。 こ れ は , 0.3~0.5mm の 柱状 角 関 石 が 主体 で , こ 


第 4 図 mkashat OTK 


cw 


i 
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Offic 0.3mm HLEONRARASNS. FY vy RMODKREAAR LY ARCBCA 
られ る 。 AIA, KRASVF 47 7MRE DE, XK, YR 2K 
~BERECHS. VLDEROMDICARELAREERK LR プチ グマ ティ ッ ク 優 
自 脈 が 締 状 に 発達 し て いる 。 こ の 石英 は , 鋼 長 石 や 角 図 石 を 著しく 置換 し また , ARA 
の 周囲 と を と り ま き モ ル タ ル 組織 を 作 つ て いる 。 優 白 脈 の 処 長 石 は 微粒 の ビグ メン ト を 含 
ん で いる が , 基質 の 角 関 石 を 主体 に する 部 分 の それ と 同様 の 組成 (An%25~38) を し め 
し て いる (第 6 図 3)。 

ょ より 東側 に は , プチ グマ ティ ッ ク 脈 を 欠い た 優 黒 質 片 状 角 隊 岩 相 が 分 布 し て いる 。 こ の 
SDD AF HO HRARV BD CARI, 弱い 部 分 で は 網状 に , RU ON SER RO MA 
交代 的 岩 相 が 認め られ る (第 6 図 4, 5). 

ソー シュ ル 石 斑 炉 江 帯 : これ は , MAAN EA RAN At (BEAN EAN ait Of 
に 位置 し て いる 。 南部 で は 幅 1km で あぁ る が 北部 で は 2km に 増大 し て いる 。 こ の 帯 は 
本 地域 南部 と 北部 域 と で は 構成 岩 相 を 異 に し て いる 。 南部 で は , YAY IAWBOMAS 
ん 石 斑 柱 岩 を 中 心 に 大 成 要 素 の 強い ソー シュ VAM OK <( OFT Alexa L, その 北方 
延長 の 春 別 川上 流域 で は , ANA ae, Hea N SHS LUMAR ANA* より 構成 さ 
SS 

DASA BEE, 構成 鉄 物 の 大 部 分 が 2~4mm OMKASHA (An%49~75) で 
その 間 に 不 規則 な 形 の か ん らん 石 と 単 斜 石 が み ら れ る 。 か ん らん 右 は , MALARAT 
つく られ た シン プレ クタ イト に 囲ま れ , また , BHARORAO td )RBRADT 7 
ァ イ ト 縁 さ ら に その 外側 は , 陽 起 石 と 斜 長 石 と か ら な る シン プレ クタ イト を 作 つ て いる 
(第 6 図 6)。 
典型 的 な ソー シュ ル 石 斑 煽 岩 は , 主 に 和 祭 長 石 と 角 図 石 か ら な り , SOMBIE RE 
を よく 現 わ し て いる 。 和 祭 長 石 は ソー シュ ル 石 化 が 著しい 柱状 自 形 の も の で ある (An9%45 
~67). fAAAIL, 大 型 で 工 片 状 あ る い は 総状 集合 を な す が , RCZO PIC PRR 
石 や 鍛 長 石 が 残存 し て いる 。 X= マ Y= 淡 黄 緑色 , Z 三 淡 緑色 で ある (第 6 図 7)。 

その 北方 延長 部 で は , 以上 の も の に 連続 し て , a) 角 関 片岩 相 , b) MORPAERTHHB LU 
C) 統 密 質 角 隊 岩 相 か ら な つて いる 。 a) は , ソー シュ VBE ORB ZO CHES 
際 岩 帯 と セ プ タ を へ だ て て 位置 する も の で , 幅 狭く 北方 に か な り の 延長 と を みせ て いる 。 b) 
は , この 岩石 帯 の 主体 相 を な す も の で , a) UML TOS. Cc) は , この 岩石 帯 の 西 線 
部 に , b) 岩 相 中 に 小 規模 に 締 状 ある い は レン ズ 状 の palaeosome 様 と な つて み ら れ る 
(第 6 図 8,9, 10) 。 

a) AA alt, 0.5~1mm oOfehia (X=, YAGER, 選 三 淡 緑 色 ) と 0.3~ 
0.5mm の 粒状 斜 長石 (An9%6 25~30) か ら な る ネ マ トブ ラス ティ ッ ク 和 組織 を と つて いる 。 

b) MURA elt, EL LCARE LAND EA ZBARMME SC, ADR 
の も の と , WWOMA HED HRA TOS. 大型 の 斜 長 石 は 1~2mm 大 で ソー シュ 
ル 石 化 が 強く カー ルス バッ ト 双 上 唱 を 示す (An% 47 へ ~65) 。 大 型 角 関 石 は 1~3mm で , 
時 に 自 形 ソー シュ ル 石 を 包 有 し て いる 。 一 部 に は , 大 型 斜 長石 と 組合 つて 斑 米 岩 構 造 を 残 
存する 部 分 も み ら れ る (第 5 図 , 第 6 図 11)。 こ れ ら の 大 型 結晶 の 間 を うめ て , 0.6~ 


* 小 規 模 に 分 布 す る の で 地質 図 上 に は 表現 し て いな い 。 
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Imm £2 Of 2 IRAE 第 5 図 RAPS PICRRTEL TU SY — 
A (An% 20~25) と O.1~ シュ ル 石 斑 米 岩 相 

Imm KORPR~EER ARIA 
(X= マー= 淡 緑 黄 , Z=RE) 
が 多量 に 認め ちら れる 。 こ れ ら 
小型 結晶 は ゲ グラ ノブ ラス ティ 
ッ ク に 組合 い , ほぼ 一 方 向 に 
並列 し て 残 唱 間 を ぬっ つて ゆる 
ぐ ど 光 人 状 ほら ね っ て に る ce RZ, 
それ ら が 粗 粒 の 集合 体 を 作る 
こと が 多く (第 6 図 12), 部 
分 的 な 粗 ~ 細 の 変化 が 著しく , 
全体 と し て 不 均質 な 岩 相 を 示 
CVESE 

C) 綴 密 質 角 隊 岩 ik, 上 
記 の も の に くら べ , は る か に 


細 粒 で 塊状 に 近い 弱い 片 理 を S. 塊状 の ソー シュ ル 石 斑 米 岩 (火成岩 構造 
も つた 統 密 優 黒 岩 で , b) の を 強く 保持 )  M. 粗 粒 角 関 岩 相 (交代 的 な 
MERU EHR IZ, は つき り 岩 相 


し た 境界 を も つて 包 有 され る Ppalaeosome 様 岩 で ある 。 こ れ は , HLELT, 0.5mm 程 
EOMRA (An% 23~31) it fahiG (X=VY=KRR, ZZ 三 草 緑色 ) か ら な る グラ ノブ 
ラス ティ ッ ク 和 組織 を も つて お り , その 並 行 配列 性 は 弱い 。 残 晶 ソ ーシュ ル 石 が 認め られ る 。 
これ ら の 間 に 1~2mm KOMKARMARA (An% 26~34) が 片 理 に そい レン ズ 状 集 
合 を な し て いる 。 

DLE, 北部 域 に みち られ る 3 岩 相 に 共通 し た 特徴 を あげ Nid, (1) 各々 に , ソー シュ ル 
石化 斜 長石 が 認め ちら れる こと で ある 。 そ の 量 は , a),b) お よび c) 岩 相 に わた つて ほ は ば 
等 量 で ある が , その 残存 形態 は , a) 岩 相 で は レン ズ 形 に 引き の ば され , b) で は し ば し 
は ば 原 斑 米 岩 中 の 稚 長 石 の 形態 を その まま 引き つぐ こと が ある 。 c) で は 細 灯 で レン ズ 状 に 
引き の ば され て いる 。 (2) 岩石 構造 か ら み れ ば , a) は ソー シュ ル 石 斑 煽 岩 が 強い 偏 圧 条 
件 下 で 形成 され た 特徴 を も つ 。 c) は 弱い 偏 圧 条件 下 で で きた 細 粒 岩 で ある 。 b) vx 
麗 炉 岩 の 組 織 を その まま 保持 し , BARMWLY 7 VA EAA, 和 斜 長石 は ソー シュ VR 
へ 移行 し た 形態 を 示す も の が ある が , SHEE WAS wWICMMEL TC, SORCHAEDS 
長石 と 角 関 石 が グラ ノブ ラス ティ ッ ク に 組合 つて 形成 され て お り , さら に 残 曲 が ほとん さ ど 
認め られ な いま で に 粗 粒 な 新生 結晶 で うず め ら れ , ブラ ステ ィ ッ ク な 岩 相 を 示し て いる 。 
この よう な 部 分 で は 原産 炉 岩 の 組織 を 全く 失 つ て いる 。 こ うし た 岩 相 は , し ば し ば , BF 
され た c) 岩 相 の まわ り に 粗 炒 な 岩 相 と し て 認め られ る (第 6 図 10)。(3) この よう な 
融 い 交代 的 要素 の あらわれ は , 単に 粗 炒 角 関 岩 相 に の み 認 め ら れる こと で は な く , Voy 
2 ル 石 痴 米 岩 帯 の 西 緑 部 に 強く 示さ れ て お り , SORE ADAH KEN RICOBKLA 
| で いる 。 そ の た めい に , 両 岩石 帯 の 境界 部 は , 大 成 的 刻 素 の 強い 南部 域 で は 紋 断 帯 で へ だ て 
られ る に 反し , 上 述 の 交代 的 要素 の 強い 北部 域 で は , ARE L ROTH So 境界 不明 瞭 と 
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し た 内 容 は , (1) REAR REN BRCT FT 2749 TOKO LU EKA 
lk, ソー シュ VAM ET Cb, FFT TF 47 7TIAIARML, それ に と つて 代 
つて , lit-per-lit ROMRANEHO’D ERS. (2) (OMRAN EG Hic, KARI, 
あぁ あるいは, 20~30cm HCPA ABRIC BS RAO RAMS Oa & 1 T < BFS 
SM 4,5). (3) この 岩 相 は さら に 上 上 流 部 で は 巾 広 く 一 様 に 分 布 し て お り ( 粗 粒 角 関 岩 相 ), 
その 中 に , 前 記 の 統 密 角 関 岩 相 が 残存 し て いる 。 こ の 角 関 岩 相 の 中 に る も 告 長 石 の 変 唱 が で 
CWS (HEMI), EWFILL CHS 

以上 の ソー シュ ルル 石 斑 米 岩 帯 で の 問題 を まとめ て みる と , 1) WECM AMOAA 
岩 類 へ の 転化 と 考え られ る 。2) それ の み に 止 ま ら ず , Bc MeEOARE t ANA 
モル タル 状 に 組合 つて うめ て お り , これ の 量 が 増大 し て 残 晶 を 置換 し , & SICBERA BL 
な つて いる 。 こ うし た 改変 岩 相 は , 上 述 の よう に 緑色 角 隊 石 片 状 角 隊 岩 帯 の 優 白 粗 粒 と 
LT, ある い は Palaeosome 様 の 統 密 質 角 隊 岩 相 の まわ り 等 に 分 沙 状 に 特に 粗 粒 な 岩 相 
と し て 示さ れ て いる 。 4) 残 品 の ソー シュ ルル 石化 斜 長石 の 組織 上 の 配置 , 分 布 , 量 比 お よ 
ORE 5, 上 述 の 北部 域 の ソー シュ ル 石 玲 炉 岩 帯 の 3 岩 想 は 何れ も, BERS SARL 
た も の と 考え る の が 妥当 で あぁ ろう 。5) LOL, その 原 岩 相 に は , WH~MHOAILRS 
る か る も 知れ な い 。6) その 3 岩 相 の 配置 状態 や , それ ぞ れ の 岩 相 に み ら れ る 組成 鉄 物 の 規 . 
則 配 列 の 程度 の ちがい 等 か ら 推 定 す れ ば , それ ぞ れ の 場所 で の 偏 圧 要素 に か な り の 相違 が 
認め られ る 。7) 北門 岩 か ら 角 図 岩 類 へ の 移行 は 単なる 再 結晶 の 結果 と は み ら れ な い 。 こ 
こ に は , 2) と 3) で の べた よう な 斑 状 変 品 化 が 示さ れる 幅 粒 想 の 形成 は , WEOVAE 
素 を 著しく うけ た , いわ ば “交代 作用 ” の 産物 と み ざ る を 得 な いも の を も つて いる 。 8) 
以上 の 点 で , 斑 炉 岩 類 が それ ぞ れ の 場所 の 条件 差 に よ つ て , 春 別 川上 流域 に な みな られ る 3 つ 
の 角 図 岩 相 に 変成 し た も の と 考え られ る 。 


4. 結 


ab 


1) Wh) SeeM ANA tL C-HANTE h ABER HRORRME MI, 春 
下川 上 流域 で は それ ぞ れ が 漠 立 し た 構造 単元 と し て の 性 格 を も つた 4 つの BHHRICRD 
し 得る 。 

2) それ ぞ れ が 独立 し た 単元 で は ある が , その うち に る も 南部 と 北部 域 と で は 構造 的 , F 
相 的 に か な り の 差異 が 認め られ る 。 

3) ソー シュ ル 石 斑 炉 岩 帯 を 除い た 3 つの 岩石 帯 の 成因 に つい て は 未だ 多く の 問題 が 
残さ れ て いる 。 し か し , 前 に も の べた よう に , RRR SBS HCY —Y 2 BERLE 28 
逃 入 し て いる こと か ら る も , 3 つの 岩石 帯 の 変成 は ソー シュ ル 石 夷 米 岩 帯 の 形成 時 期 に 先 立 
つも の か る も 知れ な い 。 

4) ソー シュ ル 石 斑 米 岩 帯 北部 域 に み ら れ る 3 つの 岩 相 は , 南部 域 の 北米 岸 を 原 岩 と 
し て 形成 され た も の で ある 。 

以上 に 記述 し て きた こと は , 橋本 誠二 の 云う gabbro amphibolite 説 を 全面 的 に 裏 が 
きす る も の で は な い 。 むしろ , この 説 は ソー シュ ル 石 班 米 岩 帯 内 の 角 関 岩 化 作用 に の み 限 
定 さ れる こと で あろ う 。 さ らい に , 今回 新た に 認め られ な た 交代 作用 と も みる べき る も の が , こ 
れ ら 塩基 性 岩 類 に 一 層 複 雑 な mod 折 cation を 与え て いる よう で ある 。 


緑色 角 了 図 岩 帯 の 主体 相 
ie CPSP AG CS 
か ん らん 石 斑 炉 岩 相 (O 


1. 緑色 上 央 一 ロー ナイ ト 質 岩 相 

3. 同上 顕微 鏡 写 真 (+ ナニ = コル ) 
OF BALA 5. 同上 
PASLAA Py : MMR += 27} 


| FA x me 


AN 
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@ 6 MS o38 


s y= a EBERT (火成岩 構造 を と ど め て いる ) (Ho : far A, 


RRA) 8. REURZAQIN SH (交代 的 岩 相 ) PCA BN ARH 
ie 9. [aE (8) OHEKER 10. falE 
ie ie Ae APD Mein & Mr4eeGa (Pl: ARBRE, Ho: AG 
Bas FRNA LARA Et += 2) 12. fe FBP 


at sos 代 的 影響 を 強く 受け た 岩 相 (P : BERGE L RAR AL FaBS 
A, P : 細 粒 の 斜 長石 と 角 関 石 の 新生 結晶 キ += コ ル ) 


8) PRORAA, 北海 道 日 高 国 高 隆 鉄 山 の 信 鋼 硫化 鉄 鉄 床 に つい て , GRIDER, 6, 1956. 
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10) RAI, Sasi, +E, 開発 庁 ,.1958. 
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六 配 位 及 び 四 配 位 金 属 錯 イオ ン を 有する 硫酸 塩 の 赤外線 吸収 


Infrared absorption spectra of sulfates containing hexa- and 
tetra-coordinate metallic complex ion 


大 森 刻 一 (Keiichi Omori)* 
久 保 G4 (Tadamichi Kubo)** 


BE, 重 品 石 等 の 硫酸 塩 鉄 物 の 赤外線 吸収 を 研究 中 , Bs (K.O.) は SO. 分 子 の 赤 外 
REMOBRD DAE LHL, Me (T.K.) a オン を 有する 化合 物 
の 合成 に つい て 研究 し た 。 こ ゝ に は これ ら の 結 品 中 の 硫酸 塩 に つい て 赤外線 吸収 を 述べ る 
ER 


2. 硫酸 塩化 合 物 の 赤外線 吸収 


Miller と Wilkins” は 1952 年 に 主 な 無機 化合 物 の 赤外線 吸収 を 研究 し , その 特性 振 
動 を 明か に し た 。 こ の 硫酸 塩 に つい て 記す と 次 の 如く で ある 。 

(NH,),SO3-H,O 9.054(vs, b), 7.08(vs, sp), 3.25(s); Na,SO, 10.4(vs, b), 8.8 
(w), 8.2(vw); K,SO,-2H,O 10.6(vs, vb), 9.1(vs, b), 8.5(s), 6.07(vw), 5.3(vw), 
2.95(m); CaSO,-2H,O 15.3(m,b), 10.6-10.3(vs,b), 9.1(vw,vb), 8.3(vw), 
6.15(m,sp), 2.94(s,sp); BaSO; 15.7(m), 10.9(vs,v), 10.1(w), 9.35(m, vb), 
8.35(m), 7.1(vw); ZnSO,-2H,O 11.7(s, vb), 10.57 (w), o Sine 9.1(m), 8.6(m), 
6.13(m), 3.15-9.95(s); (NH4),SO, 15.5(w), 9.05(vs, b), 7.1(vs,sp), 5.75(vw), 
3.25-3.16(s,sp); Li,SO,-H,O 15.77(m) 12.25(vw), re 9.0(vs), 8.55 
(m,sh), 6.15(m,sp), 2.88(m); Na,SO, 15.5(w), 9.0(vs); K,SO, 9.0(vs); 
CaSO,:2H,O 14.95(s), 9.9(w,sh), 8.85(vs,vb), 6.13(s,sp), 5.95(w), 4.55 
(m,b), 2.93(s, b); MnSO,-2H,O 15.15(m), 12.1(s), 9.78(m), 8.8(vs,vb), 3.1 
(s, b); FeSO,-7H,O 16.37(s,vb), 10.1(vw), 9.2(vs, vb), 8.7(m,sh), 6.15(m), 
3.0(s, b); CuSO, 14.7(m), 12.45(m), 11.6(m), 9.8(w,sp), 9.2(vs, vb), 8.35(s), 
6.25(w,sh), ~3.15(s,b); ZrSO44H,O 15.95(w), 15.4(w), 13.8(w), 13.0 
(vw,sh), 10.9(vw,sh), 9.7(w,sp), 9.25(vs, vb), 6.12(m), 6.05(m), 3.13(s); 
Cr, (SO4)3*K)SO04:24H,O 9.2(vs), 6.05(w, b), 2.97(m); NH,HSO, 11.7(m,b), 
9.65(m,b), 8.5(m,b), 7.1(vw), 3.15(m); NaHSO, ~15.3(m), 12.95(vw), 
11.55(s), 9.55-9.3(s), 8.5(m), 8.1(s), 6.02(m), 3.85(vw), 2.88(m); KHSO, 
12.2(w,sh), 11.8(s), 11.4(s), 9.95(s), 9.37(s,sp), 8.6 (vs,b), 7.78(s), 7.55 
(w,sh), 6.1(w), 4.3-4.1(m, vb), 3.85(vw), 3.45(s, vb); (NH,),S,0, 10.5(s), 
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9.4(s), 7.18(s), 6.05(w), 3.4(s,vb); Na,S,0,-5H,O 14.8(s), 13.2(vw, sh), 

10.0(vs), 8.9-8.6(vs), 6.15(w), 6.03(m), 5.0-4.8(w, b), 2.95(vs); K,S,0,-H,O 
15.2-14.8(m), 10.05(s), 8.95(vs), 6.15(vw), 3.03(w); MgS,0,-6H,O ~15.0 
(s), 10.0(s), 8.95(vs), 6.08(m), 4.45(w,vb), 3.13-2.98-2.9(s); BaS,0,-H,O 
14.7-14.5(s), 11.95(w,b), 10.1(vs), 9.3-9.05-8.93(vs), 6.05(m), 4.85(vw), 

3.05(s), 2.93(s, sp); Na,S,O,; 21.93(m), 19.53(m), 18.83(m), 15.17-15.0(m), 

10.28(vs), 9.45(vs), 8.5(vs), 7.9(vw, sh); K,S,0, 15.1(m), 10.25(vs), 9.45(m), 

9.25(m), 9.05(m), 8.5(vs), 8.0(vw,sh); (NH,),S,0, 15.7(vw), 14.23(s), 

12.6(w), 11.55(vw), 9.45(s,sp), 9.23(m,sp), ~8.4(w,sh), 7.8(vs), 7.05(s), 

3.07(s); KyS,0, 14.1(s), 9.43(s,sp), 7-88-7.7(vs), 3.02(w). = »tz vs, s, m, w 
及び vw は 吸収 の 強 さ を 示し , それ ぞ れ 最強 , 強 , 中 , 弱 , MEG ROT. Msp, vb 及 
び b は 吸収 曲線 の 形 を 示し , それ ぞ れ 最 狭 , 最 広 及 び 広 を 表わす 。sh は 曲線 の 肩 を 示す 。 

以上 の 結果 より , SO』2- の 特性 曲線 は 10.2~10.8u(s), SO42- は 8.8~9.3(s), HSO,)- 
ix 8.5(m), 9.5(m), 11.6(m), S,0,2- tx 9.0(s), 10.0~10.5(s), S,O,?- 1x 8.5(s), 

9.5(m), 10.2(s), SyO,2- は 7.7~7.9(s), 9.5(s, sp), 14.3(s) に 表 わ れ る こと が 分 る 。 

一 般 に OH の 伸縮 振動 に よる 吸収 は 3.1g (vs) 附近 に , BM bending に よる 吸収 は 

6.2g(w) 附近 に 表 わ れ る 。 従 つ て 結晶 水 を 含む 化合 物 で は こ ゝ に 吸収 曲線 が 生ずる 。 こ 

れ に 対し NH。 で は これ と 同様 の 吸収 の 他 に 9g (m) 附近 に bending に よる 吸収 が 生 
じ , CH, で は 伸縮 振 動 に よる 吸収 が 3.3g 附近 に , bending に よる 吸収 が 7.0g 及び 
7.34 に 表 わ れ る 。 


3. 実 BR 8 R 


実験 に 用 いた 合成 硫酸 塩 は 下記 の 8 種 で , この 赤外線 吸収 曲線 は 第 1 図 の 如く で ある 。 
これ ら に つい て 主 な 吸収 波長 を 示す と 次 の 通り と な る 。 
W)CrNH) HO) CSON 3.0-3.2(vs), 9.1-9.2(m), 7.1(s), 7.4(m), 7.6 


(m), 8.8-9.1(vs), 9.6(s), 10.3(m), 13.2(m) 

(2) Cis[CO(NH,) 4(H,O) 2] (SO4)3-3H,O 3.0-3.1 (vs), 6.1-6.35(m), 7.2(w), 
7.5(m), 9.0(vs), 9.3(vs), 10.1(m), 11.2-11.3(m) 

(3) [Co(NH,) 4CO,],SO,-3H,O 3.0-3.1(m), 6.1(m), 8.0(m), 9.1-9.3(m), 


(4) [Co(NH,)5(H,0);],(SO,)s:3H,O 3.0(vs), 6.1-6.2(m), 7.5(m), 9.1(vs), 
10.3(w), 11.7(w) 

(5) [Co(NH,),CISO,-H,SO, 3.0(vs), 4.1(w), 6.2(m), 7.5(s), 8.3(vs), 
8.5(vs), 8.7-8.8(vs), 9.6(vs), 10.4(s), 11.7(s), 15.5(m) 

(8) [Cr(H,O),CIJSO, 3.0-3.4(vs, vb), 6.2(m), 9.0-9.3(s), 10.2(m), 

(7) [Cu (Ne CH) 2150 ‘2H,0 3.0-3.2(s,b), 6.05(vw), 6.3(w), 7.6(vw, sh), 
7.8(vw, sh), 8.5(s), 9.0(vs), 9.5(m), 9.7(m), 10.0(s), 10.4(m), 13.8(w) 


(8) cni (NE CH) ol SO, 3.0(s,sp), 3.15 (s), 3.4(w), 3.5(w), 6.3(m), 


) 

12.2(vw), 13.3(vw) 
) 
(w 
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(CriNH4)4(H,0) 01) SO, 


2 Cis (Co(NHy)«(H20)2)(SO) 5: 3H20 


(Co(NHy)4CO3).S04 3H20 


(Co(NH4)s(H2O}1( S04)s;- 3H20 


(Co(NHy)sCi)SO« H2SO4 


6 (Cr(H,0)4C1)SO« 


NH2CH2 : 
(cul NHACH,)2) S04 2H20 


sw 
2» 
ow 


6 7 8 9 10 12 14 
WAVE LENGTH IN p 


6.9(w), 7.2(vw, sh), 7.5(w), 7.8(w), 8.8-9.0(vs), 9.7(vs), 10.2(w), 15.2(w). 
以上 より 明か な 様 に , 9g 附近 に SO, OFRVMINMHDNCwHo 
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BARITE IN THE ROSEKI FROM 
THE TOCHIHARA MINE, HYOGO PREFECTURE 


by 
Masatomo Mucui and Yoshiaki HOSHINO 


(Fukuoka Gakugei Daigaku and Kurosaki Yogyo Co.) 


INTRODUCTION 


The roseki deposits are extensively distributed in Chugoku 
district, and these have been investigated geologically and 
mineralogically by many workers. The ores are essentially com- 
posed of pyrophyllite, kaolinite, dickite, diaspor and corundum 
etc., and highly aluminous in general, showing the pretty high re- 
fractoriness. 

Recently, M. Kimura’? and T. Ando?) have studied these 
deposits. During the study on the mineral components of roseki, 
the authors have found the white vitreous mineral in the roseki from 
the Tochihara mine, Hyogo Prefecture. By optical, chemical, and 
X-ray studies. we have identified the mineral as barite. Barite 
occurs commonly in connection with metallic ores, especially “black 


Fig. 1. Tochihara roseki mine 
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ore’ in Japan. So, it is interested on occurrence that the mineral 
is closely associated with the kaolin minerals in roseki. 

The alunite and roseki deposits*).4) being very similar to this 
deposit have been found near this mine, but the association with 


barite has not been rpeorted yet. 


OCCURRENCE 


The Tochihara mine lies in Tochihara, Okawachi-machi, Kanzaki- 
gun, Hyogo Prefecture. 

The rocks near the mine mainly consist of Tertiary bed, 
alternating strata of sandstone and shale, and volcanic rocks, such 
as liparite and quartz-porphyry, covered uncomformately the 
alternations. 

The ore deposits are chiefly developed in liparite in massive 
and lenticular forms by epithermal solution, and the kaolinitization 
and chloritization caused by the ascending solution works upon 
some mother rocks. Especially, liparite in the neighbourhood of 
ore deposits is almost altered except quartz in phenocryst. Each 
ore body among deposits is relatively small; and the prevailing 
strike is N 60°W~EW and the dip is generally 5°-10°N. 

The ores are chiefly classified in following types by essential 
minerals. 

(1) Alunite and kaolinite 

(2) Kaolinite, dickite and sericite 

(3) Kaolinite and dickite bearing barite 

As barite appears, sericite is scarcely found in the ore. Mostly, 
the ores are white or grayish white, and compact, but although some 
of them often give the clayey feature, those give tolerably high re- 
fractoriness (SK No. 28~32 as shown in Table 4) as well as compact 
ores. The respective relation among these types mentioned above 
is not so distinct on the genesis. 

Alunite outcrops in small lenticular forms at upper part of the 
gate of Tunnel No. 1. Barite are found in the ores at south side 
let down Tunnel No. 3, and the deposits occur in lenticular bodies, 
1.5~2 meters in thickness and about 10 meters in longer diameter 
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between altered liparites. 

The ores are consisted of aggregations of fine kaolin minerals 
and barite included in phenocryst-like, being almost colorless 
or grayish white and showing glassy luster. The mineral forms 
idiomorphic crystal in tubular or short prismatic shapes. 


MICROSCOPIC OBSERVATION 


Under the microscope, the crystals show idiomorphic or 
hypidiomorphic shapes being lamellar (0.1-1.0 milli-meters in length), 
colorless and transparent. 
shown in Table 1. 


Optical characters of the mineral is 


Table 1. Optical properties of barite from Tochihara 


Refractive index a 1.636 

7 " | Y 1.648 
Double refraction ya | 0.012 
Pleochroism Y | Deep yellow 


CHEMICAL ANALYSIS : s 
Fig. 2. X-ray Spectrograms of barite 
and roseki from Tochihara Mine, 
The specimens prepared 
(Barte) 


Sei 


for the analysis were carefully 


separated from _ coarsely 


crushed ores by picking up 
with pincette under the 
magnifier. The chemical 
analysis data of the mineral 
are shown in table 2. The 
results are very similar to 
the theoretical values of barite. 
A little quantity of SiO,, 
ARO Be:O,,, CaOtandal.O 
is considered to be the 
components of kaolin minerals 
adhered to the specimens as 
impurities. 


(White Rasabs Clay) 


pees IR) 


(Grey Rasehi Clay) 
NI ae 


0 I 


60 10 


(20) 
{Roh bearing Barita) 
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Table 2 Chemical compo- Fig. 3. D.T.A. curves of roseki from 
nents of barite Tochihara mine 
from Tochihara 
(1) | (2) 
BaO 63.27 || 57.45 
SrO n.d. 5.28 
SO, 33.66 | 33.91 
SiO, 152 0.63 
Al,O3 1.28 
Fe,O3 0.26 
CaO 0.26 
MgO sa 
H,0(4) 0.44 
In Sol. 0.39 
eae ae Se ee 
: CC) 
Table 3-1 X-ray?data calculated from the spectrogram 
(1) (2) (ate 
d (A) I d (A) I d (A) I 
4.32 5 4.27 4 4.35 0.20 
4.22 2 
3.89 7 3.82 4 3.89 0.25 
3.76 2 
3.55 = 9 3.55 jf 4 3.57 0.10 
3,42" “Be 22 3.42 8 3.44 0.63 
3.30 £ 11 3.30 * 6 3.31 0.35 
3.09 14 3.08 8 3.10 0.63 
3.01 4] {. 1 
2.82 aed 2.84 5 2.83 0.40 
2.72 Ff 2.72 5 2.72 0.45 
2.47 2 2.47 2 2.47 0.15 
2.34 1 2.33 6 2.31 0.10 
2.31 3 
2 ah: 1 2.28 2 2.20 0.15 
2.20 3 2.21 4 2.10 1.00 
2.11 12 2.11 10 2.04 0.10 
2.05 3 2.06 4 1.92 0.05 
1.931 1 1.93 2 1.85 0.15 
1.853 3 1.86 5 1.74 0.08 
1.753 1 1.75 4 1.67 0.15 
1.679 2 1.68 5 1.63 0.08 
1.668 3 
1.635 1 1.64 4 oo 0.10 
1.588 1 1.591 4 1,52 0.25 
1.531 2 
1.474 1 1.480 6 1.465 0.07 
1.423 2 1.426 4 1.420 0.20 
1.401 1 1.403 6 
(1) Barite from Tochihara (2) Barite quoted from Tables Pour La 


Determination des Mineraux au Moyen des Rayons par Carbos Torre de 
Assuncao et Julio Garrido Lisbonne 1953 (3) Barite quoted from 
Chemical Analysis on X-ray Reflection by K. Kubo and S. Kato. 
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As shown in the specimen (2) in table 2, a little of strontia, 
about 5.28%, is present and this value works out at about 9.35% 
for strontium sulphate (celestite). 

X-RAY SPECTROGRAMS 
X-ray spectrograms showing in Fig 2 have been carried out with 


Table 3-2 X-ray data calulated from the spectrograms 


IBY GING IBS ooo. one Roseki clay 

Cy 3...:.....5..... Roseki bearing barite 
B, (gray) B, (white) C, 
d (A) I d (A) I d (A) I 
10.1 15 10.13 14 
7.15 22 Ug 11 7.15 85 
5.02 10 5.05 10 
4.70 13 4.70 5 
4.48 7 4.47 7 4.43 5 
4.00 14 4.00 5 4.35 5 
3.56 7 3.58 11 4.26 3 
3.35 18 3.34 19 4.125 5 
3.22 6 3.20 5 3.98 16 dias. 
3.13 5 3.89 5 barite 
3.06 6 3.07 7 3.57 81 
3.01 4 3.42 15SD55: 
2.93 + 2.95 3 3.30 7 
2.87 5 2.86 4 3.09 3) 18) 
2.80 4 2.81 3 2,72 Seb: 
2.71 6 2.63 1 
2.56 9 Zod 9 2.56 3 
Zeon 5 2.51 3 2.51 3 
2.42 5 2.45 2 2.38 9 
2.39 5 2.39 8 2.35 9 
2.35 7 2.32 7 D.dias. 
2.31 9 2.32 3 
2.21 5 2.20 1 2.20 2 
2.07 10 2.08 4 PAB 7 barite 
2.00 $) 2.01 8 2.07 10 dias 
1 OT9 3 L5OZS 4 
1.916 3 1.853 1 
So 3 1.785 1 
1.789 2 
1.750 2 
1.714 3 | 1 
1.665 3 1.670 1 1.668 2 
1.651 4 1.651 4 
1.633 8 1.6385 4 1.630 1 dias. 
1.609 3 
17 3 1.554 1 
1.545 2 
eon 2 18522 1 
1.495 3 1.499 4 1.485 2 
1.480 5 1.482 1 

1.431 2 
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“Norelco’’, at 30kV, 15 mA, scanning speed 2°/min, time constant 
4 seconds, scale factor 8 and multiplier 1.0; employing Ni-filtered 
copper radiation. The X-ray data calculated from these spectro- 
grams are given in Table 3. 

As shown in Fig. 3, there are the strong peaks at about 3.42 A, 
3.09 A and 2.11 A. Such three peaks are characteristic and are 
seemed to be very available for the determination of barite. Also 
other peaks are very much similar to those of other typical data. 
Although the presence of celestite was suggested from chemical 
data, it has not been recognized by the X-ray spectrogram, for the 
reflection peaks of two minerals are contiguously situated each other. 


X-RAY AND THERMAL PROPERTIES OF THE ‘‘ROSEKI’’ 


Furthermore, the X-ray and thermal properties of roseki from 
this mine have been compared to each other. The specimen baering 
barite has been confirmed to be composed of kaolinite, dickite and 
diaspor by the optical observation, X-ray and thermal analyses. 
Sericite is not observed in this specimen. 

The reflection peaks giving strong intensities at about 3.98 A, 
2.31 A, 2.07A and 1.630A are characteristic for diaspor. In 
general, the specimens from the mine are essentially consisted of 
kaolin minerals and sericite, and often include a pretty quantity 
of diaspor as accessories. The differential thermal analysis curves 
reveal the following characters. 

(1) The initial endothermic peaks (a) (100~200°C) are very 
weak or negligible. 

(2) The second endothermic peaks (b) between 500°C and 
700°C are generally strong and conspicuous. 

Some curves have respectively shown the endothermic peaks in 
the region of 500°~600°C and 600°~700°C. The lower temperature 
peaks °(b,) (500°~600°C) are approximately symmetric, being sharp, 
and moreover these peaks show the values in the region of 1.0~ 
2.5 for the slope ratio. The higher temperature peaks (b,) (600°~ 
700°C) are manifestly asymmetric, and these show the slow ap- 

| proach to the maximum peak temperature and the rapid return to 
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the base line. 

(3) The exothermic peaks appear pronouncedly between 900° 
and 1000°C, and are generally sharp, but some are very weak or 
negligible. 

The b, peaks caused by the endothermic behaviours very re- 
semble to that of typical dickite worked by P.F Kerr and J.L. 
Kulp®), and also the b, peaks having the small values for the slope 
ratio are distinctly considered to be resulted from the decomposition 
of kaolinite as metnioned by L. Bramo etc®. 

It may be understood in addition to the X-ray data that the 
endothermic peaks at about 600°C, being broad in general, are 
mostly caused by the dehydration of sericite. As given by T. Sudo 
and K. Nagasawa etc.”), the main endothermic peak temperature 
for sericite generally ranges between 600° and 620°C, but that for 
dickite extends in the region of 650°C-700°C. So this peak tem- 
perature difference may be able to discriminate dickite from seri- 
cite on the differential thermal curves in some degree. It is seemed 
to result from the diminution of exothermic reaction caused by 
sericite and highly aluminous minerals®) that the exothermic peaks 
(c) are weak and broad, notwithstanding that kaolinite and dickite 
are included in the specimens. 


The thermobalance curves for roseki are shown in Fig. 4. The 


Fig. 4. Thermobalance curves for roseki 
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Table 4 Refractoriness of the roseki from Tochihara 


i 


specimen S. K. Number 

Ay Collected from Tunnel No. 1 30 + 
As 1" 1 1" 
Ag | 2 2 285 
Ay 30 
A. 32 
B, | / Tunnel No. 2 28 + 
13% a Bil 
C 7 Tunnel No. 3 20 

1 / yy 31 
C, / / 
C。 / yy 28 
C, y 7 Syl 


curves are recorded with the heating rate of about 3°C per minute. 
These curves well illustrate the thermal properties and are more 
available in the combination of differential thermal analysis curves. 
The dehydration occurs distinctly at two stages in the region of 
480°~580°C and 620°~680°C for these specimens. The region of 
such dehydration temperature well corresponds to the peak tempe- 
rature in differential thermal curves respectively. The lower tem- 
preature loss is mostly due to the decomposition of kaolinite and the 
higher dehydration temperature will get to conjecture the decom- 
position of dickite having more highly crystallized structure than 


kaolinite. 
SUMMARY 


Barite including a little of strontia has been found in roseki 
from the mine, and it is not seemed to be associated with sericite 
from the experiments. The roseki from the mine is mostly com- 
posed of kaolinite, dickite and sericite, and is often accompanied 


with diaspor as accessories. 
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鉱物 学 及 び 結 晶 学 


8612, Dillnite 及び ズ ニ 石 と の 関係 
Konta, J., Mraz, L. 

Dillnite は 既に 1849 年 了 チェコ の 
Banska Bela で 見 出さ れ SiO, 約 25, 
Al。0。 55, Pei 2096 の 組成 を も つ 
RMA CHSM, その 後 の 吟 味 が な され 
ず 不 確か な 鉄 物 と され て きた 。 筆者 等 は 
オォ オリジナル の 産地 の 試料 に つい て 教 年 来 
再 検討 を 行い つつ あり , 1955 年 Schaller 
は dillnite の ぶ X 線 廻 折 像 が ズ = 石 と 近似 
し て いる こと を 指摘 し た 。 今回 新 に 化学 
分 析 を 行い 多量 の F の 存在 を 確認 し た 。 
SATO CSc BE, OH, F, 
Cl の 定量 に 注意 を 払い 次 の 結果 を 得 た 。 
SiO, 26.48, TiO, 0.78, Al,O, 56.17, 
Fe,0, 0.06, CaO 0.83, MgO 0.19, 
MnO 0.01, H,O+ 647, F 12.50, 
Cl 2.20, —O(F. Cl) 5.66. 42+ 100.03 
9% で A, Sig O25 (OH, F) i, Cl ic 48 


当 す る 。 iM Vermaas (1952) が ズ ェ = 石 
ZA Petts Al Sl, O39 (ORI F, 


CI)」。 で ある 。 試料 は 2g 以下 の 4 面体 
結 品 で , 光学 的 に 等 方 , n 二 1.563 ( ズ ニ = 
右 は 約 1.60), 比重 は 2.87。 ズ = 石 と 
dillnite'" は 同形 の 久 物 で 前 者 は 含量 少 
く , 屈折 率 が 高い も の , 後者 は 『 の 含量 


が 多く , 屈折 率 が 低い る の に 対し て 名 付 
ける 。 (Am. Min., 46, 629~636, 
1961) [長谷 川 〕 


|8613, 酸性 一 中 性 斜 長石 の 光学 的 方 位 


] 
i 
3 


Marfunin, A.S. 
An9% と 秩序 度 と の 連続 的 変化 に 対す 
る 光学 的 方 位 の 変化 , Hb tL (010), 


[001], | [001], / (010) の 移動 を 示す 図 
EVERITT SDC, まず 文献 か ら 化学 分 
析 値 の あぁ る 倖 長石 を 選び , それ の な いる も 
の は 屈折 率 の @-B-Y の 平均 値 Ncp を 用 
いて 実験 式 9 An = 1960.78 Ncp 一 
3004.31 か ら 組 成 を 求め て , 光学 的 方 位 
の 測定 値 を 引用 し た 。 一 方 Any.5~¢9 の 
HOY HEMORKAONRAL 選び 
その 単 結晶 を 切 つ て 半分 を “Silt” 炉 で 
1060+40° で 12~300 時 間 加 熱し て , 
高温 型 に 向 つ て 種々 の 程度 に 転移 させ , 
MAL AWS OD ERISA OWE 
WHEL Peo ANBAR AF AWLTE 
DVERPRA SRD MB LURK 
BAe 71 (HD data に TT Euler 
角 つ まり 32 種 の 直角 交 座 標 間 の 関係 を 示 
す 角 を 計算 し , 各 組 成 に つい て その 極 値 
を 求め て 低温 型 (秩序 度 1) 及び 高温 型 
(秩序 度 0 ) の 標準 値 と みな し , これ を 
用 いて 弾性 軸 に 対す る 各 結 品 学 的 方 位 の 
移動 図 を 組立 て た 。 これ は 等 組成 曲線 と 
等 秩序 度 曲 線 と の 組合 せ に よる 網 で , 秩 
序 度 を 数 値 で 表現 する こと に よっ つて で て WHE 
型 斜 長石 も , 合理 的 に 決定 で きる も の 
で ある 。 (Izv. Akad. Nauk, USSR, 
Ser, geol., No.5, 88~102, 1960) 
〔 学 留 野 〕 


8614, 格子 常 数 と 密度 の 方 法 で 調べ ら 
れ た TiO。 相 Straumanis, M. E., 
Ejima, T., James, W. J. 
青黒 色 ~ 黄 白色 の 各種 の TiO, は 
1400°C (co CHa onze TiO, ick OG 
られ た 。 Oh E で の 酸素 の 分 圧 は 約 
2/3 気圧 で ある 。TiO。 の 均一 な 相 は TiO 
1.983~ TiO2.o0o の 範囲 で あり , この 試料 
の 成分 は 格子 常 数 と 密度 の 測定 より 得 ら 
れ た 。 grayish と deeper colour の 試 
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料 の 構造 は 不 完全 で , これ は 単位 格子 に 
つき 0.034 イィ オォ ン 以 下 の 酸 素 の 欠落 に よ 
り 生 じ た も の で ある 。 正方 唱 系 の TiO, 
相 の 格子 常 雪 は 酸素 の 増加 と 共に や ゝ 変 
化す る (gz は 増加 , c は 減少 ) 。 外 挿 法 に 
ょ り 得 と られ た TiO。 の 25°C に お ける 
格子 常 数 は ga==4.5937。, c=2.9581,, 
(+0.00005A), c/a=0.6439 で , 体積 
v=62.423 土 0.004A3, 10~60°C_ 問 の 
a,c 軸 方 向 の 膨 彩 率 は それ ぞ れ «4 一 6.9 
x10-6, @,=9.9x10-§ で ある 。 TiO, 
の 巨視 的 な 密度 は dos=4.2493+40.0005 
gcm-3 で , 試料 の 密度 は 酸素 の 減少 と 
AC ta Cryst., 14, 493 
~497,1961) (AKA 


8615, Barium orthotitanate Ba, 
TiO。 の 結晶 構造 Bland, J.A. 
BaOl,, BaCO;, TiO, % 5:5721 0 
割合 で 1340°C, 20 時 間 加 熱し た 後 急 冷 
し て Ba。TiO。 の 単 結晶 を 作 つ た 。 ZRH 
群 は P2,/n CHF RBI a=6.12+ 
0.03, by=7.70 +£0.03, cy 一 10.50 + 
0.03A, B=93°8’+10’ で あり , 単位 格 
子 中 に 4 つの Ba,TO, が 存在 する 。 こ 
の 構造 は 8B-K,SO』 型 で , A-Ca。SiO』 
と 敏 密 に は 同一 構造 を し て いな い が , 原 
子 位 罰 間 に は 密接 な 対応 性 が ある 。 即ち 
4 面体 の TiO, HL Ba と の 配列 と 考 
えら れる 。 BAP? perovskite 構造 を も 
つっ た 強 誘電 体 BaTiO。 と 比較 する と 
B,TiOg と BaTiOg & ¥ iH HPEREIC It 
Ba に 対し て 酸素 原子 の 数 の 比 が 少な す 
ぎる が , BazTiO。 の 方 に 一 層 そ の こと 
交 言 える 。 (Acta, cryst., 14, 875~ 
881, 1961) [秋月 ] 


8616, Quebec, Lacorne 産 holm- 
quistite Karpoff, B. 


Canada, Quebec の Lacorne 地域 に 


x Li に 富む ペグ マタ ブダ 計 が あり 5 計れ 
か ら holmquistite が 発見 され た 。 こ の 
鉄 物 は ペグ マタ イト 岩 脈 , TERPS 
U fa O Behr ic RR, FAP tsk 
FEL, 変質 鉄 物 と し て 産 す る 。 単 結晶 
線 法 に よ つ て 測定 する と BAMA CL 
く , SABAH), BARALA CRG 
BEER. その 化学 分 析 結 果 は 次 の 通 
HLiO, 3.56, Na,O0.18, K,O 0.15, 
SIO, 5S9.73, TIO AONMEZ 

FeO 8.92, Fe,O, 2.97, MnO 0.20, 

MgO 10.16, CaO 0.65, H,O 0.02, 
H,0+2.08, F 0.24, 27 100.15. 光学 
性 損 は "<« 1.6022, 8 1.646, 7,1.650, 
2V44990 ベ = NG, 2 —C ee eee 
Kae, Y=Z2— (21st TG eo 
Cong., part17,7~14,1960) [青木 〕 


8617, 鉄 , マン ガン 鉱物 の 安定 関係 
Muan, A., Somiya, S. 

急冷 法 を 用 いて 容 気 中 に お ける 4 成分 
系 Fe-Mn-Si-O の Fe,0,-Mn,0,-SiO, 
系 の 液 相 温 度 に お ける 相 の 関係 を 研究 し 
た 。 こ の 系 の 液 と 平衡 に ある 結晶 相 は 次 
の 通り , ERRSKiO, TA, 7704; 
ACA VERA (Es Fe,0,-Mn,Q,). 
Primary phase は 斑 酸 鉱物 と ス ビ ネル 
が 大 部 分 を 占め , AT7HBLT 7 UBD 
安定 領域 は 酸化 マン ガン ーー FERRE SRR 
近 の 狭い 区 域 に 限ら れ て いる 。 また ダイ ィ 
アァ グラ ム の 大 部 分 に は 2 HAD 不 混和 液 が 
共存 する 。 一 般 に 液 相 線 の 温度 は 酸化 鉄 
一 坦 酸 結合 線 か ら 酸 化 マ ン ガ ン BERR 
線 の 方 へ 下降 し て いる 。 この 系 の 最低 液 
相 温 度 は 卒 気 中 で 1205°C GHS. RE 
的 な 混合 物 の 品 出 径 路 を 説明 し , 酸化 鉄 
一 酸化 マン ガン 系 の 液 相 線 上 に 最低 温度 
が ある た め , この 系 が 非常 に 複雑 で ある 
こ & に っ いで 述 ペ で いる (A&Am Min, 
46, 364~378, 1961) (BA) 


ee Rh 


iy 


y 
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8618, New Jersey 州 Franklin 産 
の テ フ ロ 石 Hurlbut, C.S. 

Franklin 産 の テ フ ロ 石 の 分 析 結 果 に 
は 多量 の Zn 〇 を 含有 し て いる 。 こ の テ 
7 Aye RIES AER CRT SL 
(100) 及び (010) に 平行 に HERO 
Zn,SiO, DSERABH, BRAC EDT 
生じ た も の と 思わ れる 。 即ち , 分 析 結 果 
に 表 わ れ た 全て の Zn が テ フ ロ 石 中 に 完 
全 な 固溶体 と し 含ま れる も の で は な い 。 
Mg, Zn を 含む 各種 の テ フ ロ 石 を 合成 し 
その 屈折 率 BL dy Spacing を 求め た 
が , Zn の 混 沙 度 の 限界 は 決定 し て な い s。 
B 及び diso spacing 共 Mg の 増加 に つ 
れ 直 線 的 に 低下 し て いる 。 Mn。SiO。』 の 
Mn を Zn で 置換 し て も , その 物理 性 の 
変化 に は 大 き な 影 響 を 及ぼ ぽ さ ず , むし ろ 
Mn が Mg, Fe, Ca で 叶 換 され た 場合 
の 方 が それ ら の 談 化 が 閉 し いと 考え られ 


Zo (Am. Min. 46, 549~559, 
1981) [長谷 川 〕 


8619, Skye B, Portree の tac- 
haranite BU その 他 の 含水 カル シウム 
斑 酸 塩 鉱 物 Jessie, M. S, 
EGA ORAALO Plc ik HHA 
RX OZIKIVY Y 2 EBRD ES 
まれ て いる 。 確認 され た Myx tober- 


calcite, 


morite, gyrolite, saponite, 
mesolite, thomsonite 及び tobermorite 
LEON ZTADCHS. MBMILE 
Spee 1.537, Lem 2.36, AFH (Ca, 
Mg, Al) (Si, Al)O,-H,O, 447 { SiO, 
41.8, Al,O, 5.6, Fe,O, 0.3, MgO 
B23, CAO 33.6, Na,O 0:6, K,0 0:1, 
H,O 15.2 で tacharanite ¢@#»4xn 
Zo CORYNIARI AH ENSDLAD 
に tobermorite と gyrolite に 分 解す 
る 。 急冷 する 粗 粒 玄 武 岩 は Bid eB, 

残留 落 液 が それ を TET SD CH SM, 


この 場合 は 沸 石 が 最初 に 出来 , 後に 
tobermorite が 交 癒 し た も の と 考え られ 
Zo (Min, Mag., 32, 745~753, 
1961) CTH) 


BAF ROK WS 


8620, New South Wales の 基 性 , 
HEME Wilshire,H.G., Binns, 
Ree AY 

Australia, New South Wales の 第 
SACKRBRU Fv FATT AF he 
EA, VEG RUSEMESSO 塩基 性 及 
UREA OBR SN, それ ら の 
J bee ORB Wo また 捕獲 結 品 は 
これ ら の 大 山 岩 中 に 不安 定 な 型 で 存在 し 
結晶 縁 は 著しく マグ マ と 反応 し て いる 。 
上 記 捕 am ら 来 た 挿 獲 結 品 は New 
South Wales の 大 山岸 の 約 40% に 存 
在 し て いる 。 これ ら の 捕獲 岩 類 は マグ マ 
が 生成 され た mantle rb FES NEY 
の で ある 。 論文 に は 詳細 な 捕獲 岩 の 記載 
¢ Hse 3 i, 母 岩 2 個 , BBE, HG 
び 斑 炉 岩 か ら 分 離し た BLASHAICG 7 (8 (bE 
学 分 析 値 を 示 民 て いる 。e' (Jour. Petr., 
2, 185~208, 1961) (BA) 


8621, シ ペ リア トラ ッ プ の 亜 ア ルカ リ 
j= Yudina, VV 

YAY 7 platform Ome, PRE 
代 の アン ガロ . レー ン hae’ Lee 
ROVY T—-ARMBORIICASNAZRA 
岩 体 に つい て 地質 調査 . BGA, (6 
学 分 析 を 行い , 成因 に 関し て 若干 の 考察 
を 述べ て いる 。 HT VD) BORA 
は 形式 の 時 期 か ら み て 二 つ の グル ー プ に 
分 けら れる 。 

a) < 初生 >magmatic rock で SiO, 
が 45.6~50.72 ORK. post- 
magmatic な 方 沸 石 と 自 変質 作用 に よる 
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DU NVIERE EA NagO は 2.876 以 
下 で あぁ ある 。 こ の 岩石 の 形 成 に は 自 変質 作 
用 が 重要 な 役割 を 果して いる 。 b) post 
magmatic な 深 液 に よ つ て , BARREL 
た トラ っ プ が 変形 され る 際 に 形成 され た 
< 三次 的 > 変質 し た テッ シェ ン 岩 一 粗 粒 
ERC, SiO, は 44.3~53.6%, Na 
の 交代 作用 が 決定 的 な 要素 で Na,O は 
5.9% ¥ CHIML TOS. LEDER 
岩石 を 形式 する 揮発 成分 や アル カリ に 
富ん だ マグ マ が 生ずる も の は , マグ マ 演 
に お ける 進化 が 長 び いた 結果 と 考え られ 
4. (Bull. Acad. Sci. USSR, 79~ 
97, 1961) (3) 


8622, YL—-7 4 KYFVORA 
Kushiro, I, 

YV—-74bV7Vk upper mantle 
cM L CO SB FOR KAD 
PRISE SUBD BAC LOT 生成 され 
Bo TAKEO ARSC RET EAD 
影響 を 近似 計算 と Yoder と Tilly の 
実験 結果 か ら 調 べた 。 BURR OARES 
BK 10,000 バー ル の 圧力 で 消え る こ 
EDHRaSN?o COLE MSYV—-T 
イィ イト マグ マ は 地下 約 35km FY ROTC 
生成 ざさ れる こと ど に な る %4。7 即 と ツ ピピ ニア イ 
トマ グマ は 大 陸地 域 で は 地殻 の 玄武 岩層 
DAAPREFIN CAD S 4 S28 大 洋 地域 で は 
35km よ ょ り 漢 い mantle O*4 SHAG 
成 さ れ , FU) EEK 7 zk 
これ ょ より 浅い 所 で 生成 され る 。 (Jap. 
Jour. Geol, Geogr., 32, 31~37, 
1961) (HA) 


8623, KRIZOREMR Szadeczky- 
Kardoss, E, 

揮発 性 物質 の は いつ た MMe Sir KR 
岩 は 岩石 の 体系 で 充分 に 考え られ て いな 
WDC, ZORIKOWCTHELOOZ. 
問題 に な る 揮発 性 物質 は 主として マグ マ 


tAHBOSAOMAPERICEOT も た ら 
され た も の で ある 。 この 揮発 性 物質 は 分 
圧 の 低い 方 向 へ の 選 鈴 的 な 移動 に よ つ て 
RES. MREMAT ABI AN TKK 
岩 の 成 因 系 統 を 分 類する と 次 の 5 つ に 大 
別 さ れる 。1) orthomagmatites, 高温 で 
結晶 作用 を 行ない , 揮発 成分 少な く , 皇 
と し て 深 所 の ( 超 ) 基 性 溶液 か ら 導 か れ 
た 。2) hemiorthomagmatites, AAD 
温度 で 結晶 作用 を 行ない , 揮発 成分 ( 特 
に アル カリ ) が 多く 一 部 は 固化 岩 か ら , 

一 部 は orthomagma が シア ル を 同化 し 
て 生じ た 。 Mle Ema t 7 VAY Bo 3) 
hypomagmatites, 低温 で 結晶 作用 を 行 
な いい 揮発 成分 多く , 著しい 揮発 成分 の 移 
動 に より ortho 又は hemiorthomagma 
か ら 導 び か れ た 。4) metamagmatites, 
HKD eSCRMMck), 低温 で 置換 
され た 炎 成 岩 5) pegmatites-pneuma- 
tolites-hydrothermalites (21st Int. 

Geol. Cons part 13; 260~274; 


1960) (A 


8624, AAR TE Ris BOL SAR 
Hattori,, En, Nozawa, 0, salto. 
1956 年 末 ま で に 発表 され た 日 本 産 花 
MAA IED 528 個 の 化学 分 析 値 の う 3 
ち SiO2% 55 以上 の も の 440 個 を 選び 
その 平均 化学 組成 を 求め た 。SiO。69.17, 
TiO, 0.39, Al,O, 15.00, Fe,O,1.05, 
FeO 2.48, MnO 0.10, MgO 1.15, 
CaO 3.15, Na,O 3.45, K,O 3.01, 
P,O, 0.13, H,O+ 0.74, H,O-0.30. 
これ ら の 化学 分 析 値 を 種々 の ダイ ィ ア グラ 
ム に 点 示 し て 考察 する と , AAP (ERS 
類 の 特徴 は SiO。 が 多く , アル カリ が 消 
ZW. (2lst Int. Geol. Cong., part 
14, 40~46, 1960) (HA) 


8625, 変成 鉄鉱 層 の 相 平 衝 Kaonck S. 
H. 


抄 


Pa $447 


Northern Quebec DARE OS 
物 組合 せ を 研究 し , 34 DSK E UATE 
法 に て 化学 分 析 を 行 つ て いる 。 RRBs 
三 つ の 相 に 分 けら れ , (1) 石英 一 鏡 鉄 鉄 
(2) 石英 一 磁 鉄 鉄 (3) BREMRIE CH So 
(3) は 主 に 石英 , GRRE, EE 
BE, Wiv7 >A, ARAL OE 
成 さ れる 。 Arfivedsonite と ェ ジ リン ーー 
NF YAN TROBE BABA 
に あら われ る 。 (3) RUZOLBOKR 
岩 源 の 塩基 性 岩 に つい て , 共生 鉱物 の 化 
学 分 析 を 行 つ た 。 その 結果 は 次 の 事 を 示 
し て いる 。 1) 仮 物 は 互 に 平衡 に 近い 。 山 ) 
カミ ング トン 角 隊 石 は 鉄 紫 交 輝 石 よ り 
MgO/FeO 比 に 高い 。 近 ) Ca に と む 相 は 
高い MgO/FeO 比 を 示す 。 iv) FRE 
輝石 と 鉄 普 通 輝石 と の solubility gap は 
43mol96 C55. RHEE AHNAORE 
関係 を 新しい 資料 か ら 議 論 し , FeO-CaO 
SiO, 系 で は MgO-CaO-SiO。 系 と や や 
異 つ た 様相 を し ぼ ば し ば 示し て いる 。 NF 
ンベルグ FRAIIBEID CO。 の 存在 下 で 
WEEK FRECHS. 又 揮 発 性 成分 の 
役割 に も 考察 を 加え て いる 。 ZEB 
DEBBAMOWRS SKREBE t RR 
塩 と 考え られ , BRVEAORMIC, BkK 
酸 塩 鉄鉱 層 に 生じ た 化学 反応 の 順序 を 示 
EG (Jour. Petr., 2, 137~184, 
1961) (KEI 


8626, カリ フ オ ルニア 州 Clear Creek 
の 硬 玉 Coleman, R.G. 

San Benito County の New Idria 
蛇 紋 岩 は グレ イワ ツケ , 緑色 岩 そ の 他 の 
tectonic inclusion を 念 ん で いる 。 この 
うち keratophyre 質 の inclusion に 二 
つの 型 の 硬 玉 が 見 出さ れる 。 1 つ は , ix 


Jd ,,, AC+Di+He。。 程度 で あり , & 
者 は Jd。,。 VER LATOR EI 
験 的 に は , 一 般 に 硬 玉 の 生成 に は 高圧 が 
必要 で , 500°~700°C の 温度 で 150075 
—-NVOREARBASLNSo.: 2D PT & 
件 は 地下 37km の 位置 を 示唆 する 。 地 
質 学 的 な 事実 か ら New Idria 地方 で は 
この 様 な 深度 は 考 え ち らち れ な い 。 し か し 
anhydrous な 条件 下 で は , 硬 玉 の 生成 
が 240°C, 2000 バー ル で 可能 で ある 。 
この 地方 で は , 局部 的 な 前 島 作 用 る 一 因 
LATS, BMICSLWS LT dryz B 
境 が 硬 玉 生成 の 温度 , 圧力 を ひき 下げ た 
ODCHAD.> (Jour. Petr., 2, 209~ 
247, 1961) (XB) 


8627, Sutherland, Scorie 超 塩 基 性 
及び 塩基 性 片 麻 冊 O'Hara, M. J. 
Sutherland, Scorie Bay 附近 の 
Lewinsin 訟 成 岩 類 に は , granulite 相 
に 属す る 締 状 片 麻 岩 の 一 部 に 長く の び た 
3 100 ヤード 以下 の 超 塩 基 性 及び 塩基 
性 片 麻 岩 が 存在 する 。 HAMIL ER UE 
性 岩 体 は , US BCLS Raa & 
中 心 に , PHB & Ba Ra ICZAIEL, 
“contact” }r fk & EC, Pa Ra, 
塩基 性 片 麻央 に と 移 化す る 。 “‘contact”’ 
A Ra (SRG LPR BREA, PRBS 
麻 石 , 塩基 性 片 麻 岩 は , Se t Heicaw 
Fike, 単 斜 煙 石 の 両者 を 各 ん で いる 。 
これ ら の 岩石 に 含ま れる 各種 鉄 物 の 主要 
化学 的 成分 , 微量 成分 を , 各種 岩石 の そ 
れ ら と 共に 示し て , 各種 岩石 間 の 化学 的 
な 変化 と 録 物 の paragenesis に つい て 
論じ て いる 。 この 超 塩 基 性 及び 塩基 性 庁 
麻 岩 は 原 岩 を 考え る と き , “ 締 状 片 麻 岩 
BE” の 早期 の 分 化物 と する 解釈 や , 一 


DOBRLUTHALT: BREBA SH 
も ある が 次 の 如く 説明 され る 。 即ち 超 塩 
基 性 岩 が 賃 入 し , granulite HOR 


| 名 の 硬 玉 塊 ボ が ガロ ジン 岩 質 の 外縁 部 に 囲ま 
れ て お ぉ お り , 他 は 曹長 石 crossite 片岩 中 
1 見 出さ れる 。 硬 玉 の 成分 は , 前 者 が 


1 
a 


3 
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FC, MRR LE at の 開 の 反応 に 
LO CHESSER L Ko そし て この 
RISt GATOS OLLEO original 
contact }x “contact” HRRE OA U refit 
B2CShS5_ (Jour. Petr., 2, 248~ 
276, 1961) Goan 
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8628, 含 銅 硫化 鉄鉱 床 に 関す る 交代 地 
域 の 微量 成分 Kuroda, Y. 

日 本 の 含 鋼 硫 化 鉄鉱 床 の 一 つ で ある A 
立 鉄山 の 母 岩 は 主として 直 図 石 想 に 属す 
る 直 関 石 一 草 青 右岸 で , その 交代 作用 及 
U 鉱 化 作用 は フィ ン ラ ンド の Orijarvi 
地方 と よく 類似 し て いる 。 RRS 
PCIE EOE Mank esas 
れ , 母 岩 の 交代 作用 の 進ん で いる SME 
作用 が 強い の で , 交代 作用 の 程度 に よる 
岩石 の 主 成 分 及び 微量 成分 の 変化 を 求め 
BB Lito 主 成分 で は 交代 作用 が 進む に 
従い Fe, Mg が 増大 し Ca が 顕著 に 減 
少 す る 。 微量 成分 の Sr は Ca LEORB 
動 を 共に し , 主 に 長石 中 に 含ま れ て いる 
と 思わ れる が , SARIS. BRAOR 
SEFC ¢ SMM BO 51S. 
以上 の 結果 は 日 本 の 漢 熱 水性 鉱床 の BS 
変質 に 認め られ る 結果 と よく 一 致す る が 
Ni, Co, Cr 等 は これ と 一 致 せ ず Meg, 
Fe, の 増大 に つれ 多く な る と 云 3 傾向 は 
認め られ る 。 一 般 に 微量 成分 変化 の 度合 
い は 主 成分 変化 に 較べ て 少 さ い 。 (Econ, 
Geol., 56, 847~854, 1961) 【〔 島 〕 


8629, 硫化 物 片 当 と 鉱石 の 成因 的 周 係 
Marmo, V. 

Finland 及び Sweden に は 一 般 に 黒 
fila tines, 石英 , Basset 
硫化 鉄 物 か ら な る pre-Cambrian の 鉱床 


が 分 布 す る 。 これ 等 は 硫化 物 片 岩 と 呼び 
得る る も の で , 母 岩 は 誰 泥 源 の も の で ある 
こと は 紅い な く , 堆積 中 の ょ よ ょ どん だ 水中 
で の 選 元 に より 生じ た 。 これ 等 の 典 形 的 
な る も の は 硫化 鉄 に た 富み, 磁 硫 鉄鉱 が 含ま 
れる こと が ある が , 黄 鉄 鉄 が 唯一 の 硫化 
物 で ある こと も ある 。 成因 的 に は 硫黄 バ 
ク テ リ ア の 作用 が 鉄 の 硫化 物 RU AIC 
対し て 主たる 原因 を な す 。 次 泥 は 重金属 
OMRPBREL <, Cu, Zn, Pb, Mo, V 
等 を 多く 含む こと が 知ら れ て いる が , こ 
れ か ら 由 来 さ れ た 変成 岩 も 全く ARO 
Meal, 火成岩 中 の それ より る も 多い こ 
の 様 な こと か ら 硫化 物 片 岩 で は 母 岩 と 鉱 
石 は 同 生 的 の も の で ある と 帰結 で きる 。 
片 岩 中 の 硫化 物 は , Bee PIAL CH 
染 し , 硫化 鉄 に 特に 富む が , 黄 鉛 鉄 , 内 
亜鉛 鉄 も 同様 に 存在 する 。 し か し これ 等 
は 硫化 鉄 の 粒 よ り 始 まる 小 脈 と し て 生じ 
て お り , 特に 隊 亜 鉛 鉄 は 他 の 硫化 物 を 脈 
状 に 切る 。 こ れ は Cu 及び Zn の 局部 的 
移動 に よる も の で あり , も し tectonic 
movement が 著 し け れ ば 移動 と 濃縮 が 
更に 顕著 と な り , AXAKIKE RASCH 
ら う 3。 実際 に 磁 硫 鉄鉱 , 黄 鉛 鉄 の 大 きい 
鉱 脈 が 存在 する 。 この 成分 の 移動 に は 腐 
泥 中 の 水 が 大 き な 作 用 を し , その 時 は 温 
度 , FAD EEL, 熟 水 鉄 床 の 原 因 と な 
る で あろ 3 0 PrABUKSEPRI ELL CH 
化物 片岩 等 の 水 成 岩 か ら も た ら さ れ た る も 
DEB USIL Se ist Inte Geok 
Cong., part 16,160~163) (7) 


8630, 鉱 化 流動 体 の 立場 か ら 見 た 液体 
包 有 物 Roedder, E. 

PUK GAR PEN TB IAGO 液体 包 有 物 中 に 
あぁ る 不 姿 明 物 質 を 精 し く FANBUKERO 
鉄 化 流動 体 が 鉱床 生成 当時 に どの 位 の 鉄 
右 鉄 物 の 成分 を 濃 集 し て いた か を 論じ て 
いる 。 ま ず 液 体 包 有 物 中 の 不透明 鉄 物 に 


| 


i 
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DV TROREHERE FT. 1) BRMO 
うち あぁ ある 種 の も の は RAOPMBAWIHB LE 
た と 全く 同一 な 伝 化 流 動体 を と りこ ん で 
いる 。2) これ ら の 包 有 有 物 は と じ こ め た 後 
で る も 物質 の 増減 は な か つた 。3) 温度 降下 
VPEO CABO AES CHADS VEE Lik 
じ め る 。 4) ARM CHB L eM MRA 
AA CHANIA SNS. この 種 の 不 
AM ce HORKAA Mt SCARY 
SRVSIE RE (Bs Cds OPEL Y 限定 され る 。 
AE Mtb CHAD L BASH 
る 。 PEARMOLE? SEL CMA 
HORE OMA & Heo, 
0.001g/¢ か ら 0.01g/£ DIRE So BH 
体 の 重量 を Ag SERB KOMRe y1/ 
sec, 鉄 床 生成 に 要 し た 時 開 を tsec, S(t 
流動 体 中 の 鉱石 鉱物 の 割合 を 《g/c と す 
る と , A=cyt の 関係 が 考え られ る 。 FFE 
で に 判明 し て いる 数 値 を こ の 式 に 代入 す 
CE で 待た 件 で は 
た 値 が 得 ら れる 。 この 実験 か ら 得 られ た 
流動 体 中 の 鉱 石 鉄 物 の 濃度 は 地 質 学 的 に 
考え て 適当 な る も の で あろ う 。 (21st Int. 
Geol, Cong., 16, 218~229, 1960) 
CEB) 


a 


ン ン ーー ーー 


8631, 傾斜 海底 に 於 け る 濁 水流 実験 
Buffington, E.C. 

大 洋 に 於 け る 濁水 流 (turbidity curre- 
nts) の 作用 は , 種々 の 堆積 現象 を 説明 す 
る も の と し て 頑 ん ど 完全 な る も る の の よう に 
認め ちら れ て いる が , 高密 度 , PRED 
水流 (ERE 1.20, 速度 15 ノ フット 以上 の 
も る もの) の 存在 は , 直接 の 観察 証拠 の な いこ 
と 発生 機構 の 説明 し 難い 点 な どか ら BRD 
し いる も る の に 思わ れる 。 自然 に 近い 状態 の 
濁水 流 を 生じ させ る 目的 で , カリ フォ ル 


= ァ サン ジェ エゴ 沖の 深度 40 フ ィ ー ト , 
13~20° ESOC, 約 1401 入り の 
箱 を 用 意 し , この 中 に 砂 , シル ト を 種々 
の 割合 で 混合 し た も の を 入れ, Bx OE 
斜 角度 で 海底 上 に 流出 させ , アク アラ ン 
グ を 用 いて , これ を 直接 海中 で 観察 し た 。 
実験 し た 海底 傾斜 は 平均 16" で , cont- 
inental slope の 平均 傾斜 より HAC, 
殊 に 流動 試料 を 入れ た 箱 の 傾斜 は 40° を 
越し , 試料 は 殆 ん ど 凝 集 性 が な い の に る も 
拘ら ず , SRE, 高速 度 の 濁水 流 は 生じ 
な か つた 。 勿論 , 用 いた 流動 試料 の 全容 
量 の 点 が 問題 に な る が , GL, SBE, 
高速 度 の 汐 水流 が 存在 する と し て も , そ 
れ は 一 般 的 で な く , BM small-scale で は 
存在 せ ず , 特殊 な 場所 , 場合 に 起 る 
catastrophic な る の で あろ う 3。 実験 に 
於 て み ら れ る よう に , KEWL CORR 
固 流 動 試料 は , すぐ に 拡散 し て し まい , 
高密 度 の 流動 体 を その ま ゝ 長い 時 間 , 中 
離 に わた つて HEFT SO LUCIE AA 
So BAP CRAM 72 HAO 
と の 比較 に よ ょ つて る も 高密 度 , 
高速 度 の 濁水 流 の 存在 は 疑 わし い 。 

(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 
45, 1392~1400, 1961) CHA) 


‘“nuée 


ardente”’ 


8632, tia hO 有機 物 の 研究 Kha- 
lifeh, Y., Louis; MM, 
WHRRORAA, 頁岩 , (大 部 分 従 
来 , 石油 母 岩 と みな され て いる る の), 
石灰 質 岩 及び 現世 堆積 物 な ど , 夫々 若干 
個 の 試料 に つい て , クロ ロホ ルム 失 出 後 
の 堆積 物 中 の 有機 炭素 , 22858, C/N, 
PR/C な ど を 測定 し , 有機 物 の 酸化 曲線 
を 求め た 。 そ の 結果 , 堆積 物 中 の 有機 物 
が 選択 的 に 酸化 し て 行く 機構 は 明らか で 
TOU) それ で も 5 BORG Benes 
機 物質 の 堆積 条件 に よる 相 異 点 の いく つ 
か を 明確 に する こと が で きた 。 特に , 著 


$550 BAR DRA SG 


者 ら は 三 つ の 型 の 酸化 曲線 を 得 た 。 (i) 
上 昇 曲線 : 母 岩 の 特性 曲線 。 (ii) 下降 曲 
線 : 石油 を 生成 し た こと の な い 地 層 の 特 
Ped (iii) 水平 に 近い 曲線 : 現世 海 
成 軟 泥 の 特 隆 曲線 。 な お , 海 成 堆積 物 と 
陸 成 堆積 物 の 明確 な 区 別 は 認め られ な い 。 
に 示 ieee, woo Wiehe 
て の 絶対 的 証拠 に な り 得 な いと し て も, 
石油 を 生成 し な か つた 地層 と の 区 別 を 可 
能 に し, 従 つ て , 堆積 物 中 の 有機 物 の 問 
題 に 関し て 補足 的 な 役割 を 指示 する も の 
GHZ. (Geochim, et Cosmochim. 
Acta, 22, 50~57, 1951) (3H) 


8633, Santa Barbara 湾 の 現 成 堆積 
物 Hiilsemann, J., Emery, K.0. 
Santa Barbara Witt, ZORA 
高生 物 相 で , 旗 水 は 低 酸素 , ROR 
OMRMM Rick 耳 。S を 含み , 棄 棲 生物 は 
少 い 点 で , 南部 カル フォ ル ニ = ニア 沖の 海 僧 
の 数 ある 中 で も , 研究 の 対象 と し て 興味 
あぁ ある も の に 属す る 。 コー ア に より 知ら れ 
た こと は , 旗 棲 動物 の 少な い 期間 の 堆積 
物 の 中 に は , LHAOMELAELRU, A 
期 の 圭 菩 の 沈 積 に よる ラミ ナ が 一 種 の 
varve を 作 つ て いる こと , ERR 
豊富 な 期間 で は , この ラミ ナ が 全く 混 
合 さ れ て 均質 な 堆積 物 が 形成 され て お り 
さら に , この 両者 の 間 を 割 つ て , Met 
FEAL 67S 漁 水流 堆積 物 が みなみ られ た 
こと で ある 。 この 江 水 流 堆積 物 は 比較 的 
細 粒 の た め , IR < WEA, か な り 均 等 
に 堆積 し た た め , 極め あめ て よく コー ア の 対 
比 に 有効 で ある 。 また 旗 棲 生物 の 生島 に 
も あま り り 影響 し て いな いこ れ ら の 3 種 
の 堆積 物 の 料 度 , 厚 さ の (AR) HAE, 
海 僧 内 の 分 布 , 各層 内 の ラミ ナ の 対応 数 
の 頻度 な ど を 詳し く 検 討 し , まな た 濁水 流 


及び 酸素 の 供給 源 等 を 考察 し て , この 海 
4298 Black Sea 的 な 停 沿 人 答 で な いこ と 
を 述べ , さら に 地質 時 代 の ラミ ナ や 洒 水 
流 堆 積 物 と の 比較 考察 を 行 つ た 。 (J. 
Geol., 69,279~290,1961) [加藤 


8634, Spectral brightness に よる 
西部 Turkmenian 百 亜紀 砂 皆 の 識別 
と , その 効用 Romanova, M.A. 

西部 Turkmenia の Big Balkhan 
Mt. 及び Tuar-kyr 地区 の 中 部 白亜 紀 
砂 質 岩 ba ~ 花 賠 砂岩 ) に つい て 
spectral brightness を 測定 し (U.S.S. 
R の State Optical Mechanical 
Plant, Leningrad #0 2=7%y7 —+4 
ルフ ォ ト メタ ーー OM-2 HEA), SO - 
PREM (MARI BBD), 
化学 成分 (Carbonate 及び FeO, Fe,O, 
—soluble) (4t1 } REE GID 43-48 & BREN) 
と の 関係 を 検討 し た 。 そ れ ぞ れ 28 (HO 
試料 だ る いて mean value 21, 
p420<490, 490<570, 570<680 DHE 
UCM TC, 17.7, 22.6, 29.7 tere 
14.9, 19.1, 245 が それ ぞ れ 得 ら れ , 
これ ら の 中 か ら , その 内 容 を 指示 する る も 
の と し て いく つか の 型 が 求め られ た 。 結 
と し て C, quartz, hematite, soluble 
FeO, Fe。0。 の 量 と の よい 相関 が えら れ 
ko まな た 粘土 質物 の 含量 の 増加 は , 短 一 
中 波 部 分 の brightness を 減少 さす る こ 
と , carbonate 含有 量 の 増加 は 中 一 長波 
部 分 に その 減少 を みる 。 この 結果 か ら み 
て も, BRAM LRAT また 岩 相 解析 
(試料 は 同時 期 の 地 向 斜 堆積 物 ) に も 役 
立つ こと が 確か め ら れ , この 方 法 の 堆積 
岩 岩 石 学 へ の 効用 が あげ られ る こと を 指 
di veo (J. Geol.. 69, 261~278, 
1961) [加藤 
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